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団地／それぞれの住まい歴調査vol.4	
 

 
■日時：2013年 8月 7日（水）15:00~17:00 
■場所：男山団地中央センター１階	
 喫茶 peepul 
■参加者： 
	
 ◇居住者： 
・Ａさん 

	
 ◇KSDPメンバー 
・星田：H 
・安原：Y 
・芦田：A 

 
Ａさん：えー…いれるんですか？（ＩＣレコーダーを見て） 
A：まー、一応ですよ。 
H：フランクな感じで。 
Y：あんまり緊張なさらずに。あのー、ありがとうござい
ます。 

Ａさん：いえいえＡと言います。 
Y：よろしくお願いします。 
H：Hと申します。 
Y：まあ今までね、どういう風に暮らしてこられたか、ど
うゆう人生を辿ってこられたか。 

Ａさん：人生!? 
Y：まあそんな大げさなことでは。ちょっと大げさでした
ね。まあそういうことを気軽に語っていただくという

ことを。 
Ａさん：ということはあれなの？何十年も古くから住んで

る人だけが聞くってことなの？ 
A：そんなことではないです。 
Ａさん：この団地に長いこと住んでるから、どんな人生で

すって。 
A：あー、違います違います。 
Ａさん：自分の生い立ちのことですか。 
A：そうですそうです。 
Ａさん：なんで必要なんですか？すいません。今回のこの

あれは団地に対して何の調査、なんなんですかね。聞

いてませんねん私。 
Y：ちょっとそれを説明しますとね。 
Ａさん：そうですね。あの、何もなしにただ、ふふ、ただ

行ってもらえないかなって。だから基本的にはあの、 
A：Ｋさんの、紹介で。 
Ａさん：そう、それとＵさんと。信頼関係がある人たちな

ので。気楽にはいと承諾しましたけど、ほんで、自分

が長いこと住んでるけど今後住みやすくするためにと

か、何なのか。 
Y：そういう方向の話を中心に話していただいて結構なん
ですが、よくあるアンケートしたりですね。色んなこ

として研究したり調査したりしてますけど。そういう

のって一人一人の方の姿があんまりちゃんと見えない

わけです。 
Ａさん：ああはい。 
Y：なんとなくね、数として扱うことはありますけどね。 
Ａさん：そうですね。 
H：研究の母体自体の話は聞いてますか。 
Ａさん：もう全然。 

H：そこから話せな。 
Ａさん：そうですよ。 
H：何のためにとか。 
Ａさん：そうですよ。何のためにやるんかとか。何にもな

くて、でも、アンケートとかよく入ってますやん。だ

から自分の中ではまったくというわけではないんです

けど、何らかの方法で、今後のことを、私たちはもう

年いきますから、今後その団地のために研究をされて

いるという理解でどうですか。 
A：じゃあ僕が最初説明させていただきます。 
Ａさん：そうですね。あの紙なんか入ってますやん、アン

ケートの紙。 
A：あれは関西大学が団地再編というプロジェクトの一環
で、アンケートさせていただいてて。その数ある、研

究の対象が、アンケート調査で会ったり、実際に模型

とか作って、どうゆう風にしたらよくなっていくかと

か。 
Ａさん：頭がいいことはないけど、ざーっとですけど、そ

れは感じます。今後の若い人たちのことを考えて、今

色々やられてるわけでしょ。 
A：そうですね。 
Ａさん：それもわかって、それもあるからきたんですよ。

今後のこともたぶん 2人（ＵさんＫさん）よりは一番
長い、恥ずかしいけど。 

A：ああ、 
Ａさん：2 人は途中で私はほんま、ここで出産してますか
ら、お二人は出産されてないから。同級生ですけど、

つれて 4年生くらいから。 
A：その色んな研究のある中の一つで、そのインタビュー
調査っていうのをやってまして、それは、ここの団地

をこう良くしたら、良くなるんじゃないかとかいう会

話をするんじゃなくて、一人一人に、どうゆう人生を

たどってきたのか、その団地の背景の中にその一人一

人の人生があるわけじゃないですか。 
Ａさん：はいはい。それって必要なんですかやっぱり。 
A：そうです。そういうとこからやっぱりなんか、 
Ａさん：糸口が、 
A：糸口を見つけていけないかなということで。 
Ａさん：そうですよね、今さら建物がどうとかはね、わか

りました。 
H：そもそも、この関西大学の研究は、男山団地を研究し
ようとする研究ではなくて。 

Ａさん：ああではないの。 
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H：ではないんですよ。それはあのむしろ日本の大きな団
地が、全般的にこれからどうしたらええかということ

を、一つはそれなんですよ。 
Ａさん：そういうことやったら私向いてますかね。 
H：いや、それを一緒に考えてくださいというヒアリング
ではないんです。 

Ａさん：ああはい。どういう人生。 
Y：まああまりたいそうに考えんで、まあ、要するに、こ
んな人あんな人、色んな人がここには住んでますよと、

で、ここで子育てしたりですね、あるいは年をとられ

てここで住んでいらっしゃるとか、そういう色々似た

ような形ですけど、実際には一人一人の方はみんな違

った人生を歩んでいる。 
Ａさん：そうですねえ。 
H：そこのところをあんまり捉まえないで、アンケートの
ような調査をしますとね、やっぱり数字で表れてくる

わけです。ある類型化したね、パターンが見えてくる

ことは見えてくるんですけど。だけどその裏には、色

んな形の住まい方というか、家族の過ごし方と、そん

なものがいっぱいあるんです。そんなことを、お話を

うかがう中で捉まえていけたらね、もっとどうしたら

いいか、特に今問題にしてるのは、この古くなった、

このすごくたくさんの家がまとまっている団地という

のがあるでしょ、で人口減ってるでしょ、年取ってる

でしょ。でこれからどうしたらええねんということを

考えるときにただ単にアンケート取るだけではね、こ

んな人がいっぱいいるよと捉まえてね、それをもとに

もの考えていったらどうやというのがこの今回の、

我々が取り組んでいるテーマなんです。 
Ａさん：わかりました。 
Y：そのことをお話しいただくだけで、何も構えないでく
ださい。でもうさっきちょっとお話に出ましたけどね、

ここで赤ちゃん生まれたんですね。 
Ａさん：はい。 
Y：それでお子さんここで育てられて、どんなことがその
道中にあったとか、なんかこういう、ここどうしたら

良くなるよということよりですね、その途中でこんな

こと感じながら子供を育ててきたとかですね、自然に

話していただければいいので、それで結構です。 
Ａさん：でも、何もなかったかなあ。ふっふっふっふ。 
A：そうです、それが良いんです。 
Ａさん：ふっふっふっふ、何もなかったから出えへんかっ

たし。 
Y：何もないってことはきっとそれは、すごく良かったと
いうことです。 

Ａさん：子供にとってね。 
Y：いや、お母さんにとっても。 
Ａさん：家族、夫婦いうたらまた別やけど、ふっふっふ。

家族にっとってもっていうか、子どもにとっても、環

境っていうか、私にとってはですよ。公園が全部あっ

てあの、車で危ないということもなければ、ほんとは

もっと足も鍛えなければいけないでしょうが、子供も

すぐ近くが小学校、中学校、高校てありますよね全部

が、みんなそれ行きましたよね。短大しか出してない

けど、短大が遠かったくらいで全部子育ては近くで終

わりましたよ。そして私自身は郵便局すぐ前にあるで

しょ、そこですね、一棟の角ですから。やからほんま

に運動にはならないけど、銀行、郵便局、バス停も近

いでしょ、ほんならなにかにつけてそれが一番便利で

しょ。樟葉にも出れます。だから病院が関西医大でし

て、前は。だから病院も近いし、大きな病院が、今ち

ょっと大きくなりましたけれど、大きな病院が近い、

何の不自由もない。 
Y：言うことなしですね。ふっふっふっふ。 
Ａさん：そうなんですよ！ほっほっほっほ。ほんで、大き

な病院でお産ができますし、しようと思えば。ほんで

横に小さい病院が、自分の都合のいい産婦人科があり

ます。母を呼んで診てもらっても近いですし、わたし

にとっては何の不自由もありませんでした。 
Y：そうですね。あの、ご近所の付き合いとかですね、子
供さん同士のお友達の関係とかですね。 

Ａさん：ああ、そうですね。 
Y：色んな事がその裏側にはあるわけですわ。ほんで、こ
んなことあったよあんなことあったよとか、こんなこ

とがすごく記憶に残っているよとか。少しずつでも思

い出していただいてね、お話しいただいて。 
Ａさん：今の時代よりはもっと助け合ったと思います。 
Y：そうですか。 
Ａさん：でも私は自分の子供を預けるってのはなくて、預

かることばっかりが多かったです。自分の人生の中で

人のお子さん預かってはってやってきたけど、私はま

あ、大阪に母がいましたので何とか間に合ったりで、

私が預けるっていうことは全部なかったかな。でも人

の子供さんを預かって、用事があるとかで、みなさん

九州とかで遠いでしょ故郷が、そういう方に、親がで

きないから、すぐ熱でたりなんかあったら上の子を見

る下の子を見るってなんらかで、預かることが多かっ

たのは事実です。 
A：子供預かってたんですか。みんなの。 
Ａさん：みんな、いろんな方の。 
A：へー。 
Ａさん：自分はそんなこと言うたらあれやけど、今振り返

ったらですよ、よくみなさん何を安心して預けはった

んやろって思いますわ。 
A：あー。 
Ａさん：自分で振り返ると、若いもの同士がなぜ私を選ん

だのだろうっていま思います。かといって私のあれが

完璧なわけではありませんよ、先言っときますけど。 
Y：知らず知らずの間に、そういう信頼関係があったとい
うことやと思います、きっと。 

Ａさん：ふっふっふ。 
Y：それなかったらそうならないですよ。 
Ａさん：預かったけど、預けなかったかなあ。ふっふっふ

っふ。 
Y：今はねそれがね、子育てが問題になってますでしょ。
子供をどう預けるか、まあ仕事との関係ですとかね、

そんなことはいっぱいあるにしても。 
Ａさん：でもね、昔からそういう関係、あのー幼稚園の関

係とかやからいけますけど、あのー、私大阪なんです

けど、大阪だとみんなが声掛け合ったり。ドアってい

う感じが、横ですよね、今こういうドアですよね。で

もそれは一番感じたのは、若かっても分かったのはド
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アが重たいっていうか、ドアが重たいなって感じまし

た。そういう重たいじゃなくて、気分が。あの横開き

って「おはよー」とか横にこうドアがあるからできる

ことであって、わざわざ声かけるのって、ドアって重

たいですやん。 
Y：なるほど。 
H：言いにくいっていう重たさ。その気軽さのようなのは
ありましたよね。団地というものは、そやから横やっ

たらええんちゃうかって思たことありますもん、横や

ったらドア開けときますやん、暑かったらちょっと開

けてカーテンしとくとか。一年でもここやったら同じ

階段でも会えないとかありますやん、一年でもありま

すやん。ありえないでしょ、でも買い物行ってます、

一分でもずれたらふっと閉めます、一分ずれただけで

長いこと会えへんかったねえってそんなことないんで

すけど。 
H：同じレベルでね、こう横に並んで住んでたら。大阪で
はそうやったんやないですか。 

Ａさん：うん、ていうかもっと気分で声かけたし、その辺

では預かってたからっていうか、心許すっていうか、

やっぱドアが重たいっていうか、気持が重たいってい

うか、開けずらい。ほら、よっぽどのことがない限り

開けないでしょ。それが大阪ではないから。戸開いて

るから別に声かけれるしっていう環境で育ったもんだ

から、それがここへ来た時に若かってもなんか近所が

重たいの。別に悪い人が住んでるわけではないのに、

開けにくい、声かけにくい、それやったらベランダで

声かける方が早い、ふふ。 
A：ふふ。 
Ａさん：ほらドアって重たいんです。 
A：そのことって団地その物とか、建物の形、建物の構造
とものすごく密接に関係してますよね。 

Ａさん：私にとってはね。 
Y：いえいえ、それはみんなにとっての問題でもあると思
うきっと。 

Ａさん：横っていうのはきっとそうじゃないかって想像し

ただけですけど。千島の団地なんか横ですわ、見てた

ら。だからドアみんな開けてますねん。公団でも千島

の公団は。 
Y：廊下がね。 
Ａさん：そうそうそう。 
Y：ここは階段の形。 
Ａさん：そうそうそう。そうですそうです。だからないこ

とはないと思いますけど、私らはそうじゃないか。そ

れはみんなが声かけやすかったかっていえば、それは

ないと思います。 
Y：階段だと、階段の周りに 10軒ありますよね。すると必
ずそこで、一つのグループが出来上がるわけで、廊下

の場合だとそれこそ素通りしてしまうとかね、いうこ

とで顔も合わさないというね、いうことも言われてま

す。だから、それぞれですけれど、今おっしゃる話で

すごくわかりやすくて。 
Ａさん：あそうですか。それだけです。住みにくいことも

なければ何のあれもなくてねえ。 
Y：結婚なさって、それですぐ団地に入られたんですか。 
Ａさん：いや、一年よそでいてて、一年○○で、一年間ず

つよそ、アパートみたいなんから、こっちも一緒やん

かアパートみたいなん、昔やったら文化住宅ね、それ

を 2カ所、1年 1年でここです。 
Y：ああ、そうですか。それは大阪で？以前は？ 
Ａさん：大阪です生まれたのも。結婚してから？結婚して

からは、堺で１年、そこの、これ（男山）が当たるま

で、昔は難しかったんです。中央公会堂で審査があっ

て、森ノ宮で審査があったんです、くじ引きで当たっ

てから審査があったんです。だから、くじ引きがたま

たま 1 回で当たったんです。昔は 20 回当たったら一
回入いれて。でなかなか当たらないっていく環境の中

で、たまたま一回で当たったんです。 
Y：ラッキーですね。 
Ａさん：ラッキーでした。それだけやね、普段そんな当た

らないんですよ。それだけ当たったですよ。その代わ

りこの高層の空き家が当たるから、2 年しかたってな
かったんですけど空き家があって、どこが当たるかわ

からなかったんですけど、入れたんです。一回で当た

ったんですけど、中央公会堂の審査もものすごい人で、

その審査と、森ノ宮で審査をして入れたんです。今簡

単に入れますよね。そんだけの審査したんです。何の

審査やったんやろ。（笑） 
Y：そんな話伺いますとね、もし高層の方にお入りになっ
てたら。 

Ａさん：出ましたわ、それは主人と。 
Y：きっと人生変わってるかも。 
Ａさん：そうです。それが何故かというと、当たってキャ

ンセルしたら二度と公団は入れなかったんです。高層

がいややったもんで、高かったんですよその時の値段

が違ったんですよね。若かったんで、入った時はそれ

があったから。でも一旦入らないと続けられないから、

それでたまたま低いとこ当たったんで、もう別に変わ

る必要がないって。 
Y：高層は嫌だったっていうのはどういうとこで嫌だった
の？ 

Ａさん：公団、高いの。 
Y：まあ値段が高いということもある。 
Ａさん：だけ。ふふふふふ。 
Y：それだけ。ふふふふふふ。 
Ａさん：それだけです。別に高いのが嫌とかは。だっても

のすごい差がありましてん。私が入った時、ビックリ

しますよ、２万円だったんですよここ。 
A：えー。 
Ａさん：えーって思うでしょ、２万円よ。まあそんだけ、

生活のレベルが違いますけどね、給料がね。 
Y：まあそりゃそうやね。 
Ａさん：せやけど、２万円でしたけどなんかすごく高かっ

たんです。長い人生の中で、ちょっと払えないかなっ

て、単純です、若い時はそんな。（笑） 
Y：ふっふっふ。 
Ａさん：ふっふっふ。何がって頭もかしこくなかった。 
Y：いやいや、それはすごくよくわかります。 
Ａさん：すいません私ね、ずっと働いたことないんですよ、

自慢じゃないけど、だから自分でがんばって何かをし

ようとするっていうのも抜けてるかもしれません。普

通はね、夫婦で頑張って何かしようとかあるかもしれ
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ないですけど、その目的はなかったかもしれません、

はい。 
Y：はあー。 
Ａさん：どっか欠けた人生やったかもしれません。私の人

生は。ないでしょ、あんまり働いたこと、バイトもパ

ートもいってないからどっか抜けた会話になるかと思

います。 
A：いやいやいや。 
Y：いやいや、そんなことありません。 
Ａさん：社会を知りませんから。 
Y：それはそうかもわかりませんね。 
Ａさん：うん社会を知らないという自分は十分反省してお

ります。 
Y：いやいや反省なんか、すごく幸せやったんちゃいます
か。 

Ａさん：え！？いいえ！ふふふふふ。 
Y：ふふふふ。 
Ａさん：その意味のことを考えるときっと幸せでしょうね。

働かずにいけたっていうと皆さんがそうおっしゃいま

すから。 
Y：そういうことですよ。だからいろんな方いらっしゃる
というのはそういうことをね。 

Ａさん：うん。で、周りの方で働いてない方なんかそれこ

そＵさんと私だけやと思います。 
A：あー。 
Ａさん：学校で集まっても、役員決めるとか言うたら全部

働きに行ってました。やっぱり子育ては私三人してま

すんで。まともに対人なんて。やっぱり働きに行こっ

て気持ちもありませんでしたから。環境が良かったの

もねえ。 
Y：息子さんですか、お嬢さんですか。 
Ａさん：娘 3人ふふふ。 
Y：ああ 3人。そら賑やか。 
Ａさん：ははは。そうです。なんにもなりません 3人でも。
ふふふ。 

Y：もう、今は皆さんもう。 
Ａさん：いえいえいえ。 
Y：まだ。 
Ａさん：時代ですから残っております。ふっふっふ。一人

残っております。そういう時代ですから。なかなかい

けません。私は早く結婚したんですよ。うん。 
Y：そうですね。そういう時代が変わって来てることは確
かですね。 

Ａさん：主人は歳を行ってますけど、私は早く結婚したも

んで。だから、二十歳と二十八の結婚ですねん。 
Y：ああそうですか。 
Ａさん：そうです。だから歳が離れてるからそういう落ち

着いた主人を選んだんやと思うんですけどね、はい。

単純でしょ私。ふっふっふっふ、考えが。 
Y：ご主人はあの、大阪でお仕事なさってたの？ 
Ａさん：うん、大阪、あの私が生れは大阪ですけど、主人

は徳島です。 
Y：あそうですか。 
Ａさん：徳島で、25歳で出てきました。そうしてから、大
阪で仕事しておりました。 

Y：ふんふん。で 3年後に結婚なさったわけですね。 

Ａさん：あそうかほんとやねえ。 
Y：すごい、3 年ですごいいい奥さんをつかまえたと、こ
ういうことになりますね。 

Ａさん：いい奥様ではないけど、ふっふっふ。40年になり
ますねそれでも。 

Y：ああそうですか。まあその頃はどこでも子どもたちは
たくさんいて、公園もにぎやかで。 

Ａさん：そうそうそう公園にも。あの幼稚園の学校の中の

クラスもいっぱいでしたわ。いま数あるだけありまし

た。ということは私はそうじゃないけど、第二次ベビ

ーブームの時代でしょ、生れたのが大体、私が長女を

生んだのが第二次ベビーブームの時代に、皆さんと同

じように生んでるんですわ。そん時の子供さんですね

みなさんが第二次ベビーブームの子供って言われまし

た。生んだ時に、私は早く生みましたけども。だから、

主人遅い 9の子ですけどね、はい。 
Y：そのころの、どこのご家庭もそうだと思うけども、子
供さん育てるのが中心のくらしでね。 

Ａさん：そうそう。もう子供のことだけ、うん。 
Y：だから、あのだから預けに来はったんですわ。うん、
安心して預けておけるっていうのが、今のようにどっ

か預ける、保育所とかね、そういうものは当時はあり

ませんでしたか。 
Ａさん：でもあそこの学童だけはありましたね、学校の学

童はね。そんな、そうですね。そう言われれば何気な

く暮らしてあっという間の人生でしたけど、そうかも

しれません。子供安心して育てられたのはね。 
Y：それは素敵なことですよね。 
Ａさん：うん、言われればそうですね。 
Y：まああの、男山の色々伺っておりましたらね。まず、
子供を育てる環境としてはね、そうすごいいいように

皆さんおっしゃってると思います。 
Ａさん：今は公園ほんとに使われてないですよね。時代で、

昔は全部使ってましたもんねこの公園。みんながね。 
A：全部賑わってたんですか。 
Ａさん：うん、今、孫きて連れて行ったって帰って来てる

し、私らかてへっ！？って感じやしね。じゃなくても

っとにぎやかに使ってて、親も行ってお友達できるき

っかけですし。今しーんと、回ってごらんなさい。う

ん、使ってました。夕方になって電気が点いたら帰っ

てきなさいって怒らなあかんぐらい、それはしてまし

たよ。まあ、習い事一生懸命させられるとこはさせら

れてましたけど、遊んでるお家はぶぁーって遊んでま

したし、それぞれですね。やけどあの公園を使ってな

いっていうのはやっぱり時代ですよね。危ないからで

しょ。 
Y：あんまり外にでないよねもうあんまりね。どっか塾行
くとか。走り回って遊ぶ時間て少なくなってるね。 

Ａさん：それぐらいですかね、ほんまに環境良かったんか

もしれません。公園は使えるし、病院は近いし、駆け

こめますからねすぐに、病院に。大きな病院が近いで

すし、まず郵便局と銀行がこんな向かい同士やし。 
A：たしかにね。 
Ａさん：ふっふっふっふ。 
A：これは昔からあるんですか。 
Ａさん：そう、昔からこれですよ。だからほんとに便利が
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良い。私ら大阪やったら歩いてるかな、だから元気で

商店街歩いてるんかな、だから今みなさんマラソンと

か、夜も散歩されるし、無理やり自分で歩かないとだ

めでしょ。ちょっと遠いでしょ、商店街行くのもなん

でも、ここほんとに這って行こうと思ったら這ってこ

れますやん。そうゆう環境でいますからね。 
Y：今何もかもが不自然な世の中になってるのは事実です
ね。 

Ａさん：それは思いますね。 
Y：まあそうしてお子さんも大きくなられて、今、当時と
は違った日常というのはね、あるでしょ。 

Ａさん：そうですね、みなさんみたいに夫婦で二人っきり

とはなってませんけどね、一人残ってますからちょっ

と夫婦二人っきりってのはちょっとないですけ。みな

さんそうですね、年金生活の歳いった夫婦ばっかりで

すわ。んで、汚くなるからほんとは変えたいんやけど

ね、私のとこは 1棟なんですけどね、皆さんどこの棟
からか知らんけどみんな引っ越してきはるねん。 

Y：移ってくるの。 
Ａさん：そう、みなさん移ってきます。私も台所したいな

って思もたら一人に 20 万かけないといけないんです
よ。それで、20万かけるんやったら引っ越した方って
なって、だんだん私と主人のエネルギーがどこまであ

るかって問題です、引っ越すとなれば。 
A：あー。 
Ａさん：でもそのエネルギーの年齢がいつまで、引っ越し

たいと思ってる気持と体力がついてきませんよね。変

えるってことはみなさんしないと思う、私たちの年齢

の人はね。そしたら自分でできる範囲、うん、でもみ

なさん引っ越してきてますから。だからきれいとこに

引っ越してきます。汚くなってます私のとこ、だって

37年ですってビックリしますでしょ。 
A：お入りになって 37年。 
Ａさん：そうそうそう。（笑） 
Y：ああ、そらそうやね。 
Ａさん：なんで 37年ってわかったかっていうと、2人目こ
こで生んだんですわ、3番目と。だから 2人目が今 37
歳だからそうやなって思って。 

Y：結婚されて 40年。 
Ａさん：41年目に入りました。 
Y：3年ほど別のとこに住んでらっしゃった。そら 37年に
なりますわね。 

Ａさん：そう、37年同じとこで、子供も育って孫も帰って
きて、ちょっといややなってなって来てるんですけど、

どうしよも、ふふふふふ。きれいになれば、リフォー

ムしていただければ別ですよ。そやけどやっぱり 37
年の傷みはありますよ。 

Y：まあそうですよね。広さはどうですか。 
Ａさん：あ、他のとこと比べたら私とこはまだ広い方ちゃ

うかなＣ棟は。 
Y：5人で、家族 5人で。 
Ａさん：それはね、娘 3人やったからいけたと思いますけ
ど、もしこれ男の子がいてたり、何かしらであったら、

きっと考えたであろうと思います、私も。 
Y：うん。 
Ａさん：でも、女の子 3人だから、なんの差し支えもなか

った。2 人と１人と部屋別、一応私たちは、キッチン
狭いんですけど、こっちの部屋みんな普段はリビング

としてよそ様は使ってるんですけど、私たちいつまで

たっても夫婦で、だから食べるとこも寝るとこも全部

一緒です、夫婦がいつまでたっても。でも子供たちに

とってはちゃんと部屋があるんですよ一応、自分の部

屋が。私たちが辛抱すればいい、台所の横でおれば、

ふふ、だから。 
Y：今は３人になられて、ちょっと１人当たりの空間が広
がって来て、 

Ａさん：広がってきたけどそこ今物置ですわ。（笑） 
Y：じゃあご夫婦の空間はあんまり広がってませんな。 
Ａさん：私とこは別、みなさんとこは夫婦別でしたけど、

私とこはそういうタイプではないです。別にっていう

のは、つくりゃあできるけど、ちょっと部屋せまいん

ですよね。 
A：狭いですね。 
Ａさん：あそこで寝てはる人もいるんですけど、私んとこ

はあれが苦しいっていいますんで。じゃあ、こっちが

娘にとられてますやん。取られてなかったらこういけ

ますやん、だから結局いつまでたっても、ふっふっふ

っふ。あそこですねん。その性格ですわやっぱり。 
Y：一番便利な形ですよねそれが、何でも周りにあるとい
うね。 

Ａさん：いやでも、そこでご飯食べたりとかするから私に

とっては拭かなあかんやっぱり。 
A：はははは。 
Ａさん：寝といてね、置いといてこっち側でご飯食べるっ

ていうのは子育て中はできましたもん、やっぱり。き

れいに台所のとこ置いてたら、起きてきたらそこに部

屋があるっていう部屋がありましたけども、あわてて

上げて、ふふ、そんな生活されてないでしょ。恥ずか

しくて言いませんけどそうですねん。だから掃除ばっ

かりしとかなあかんでしょ。そんなエネルギー若いと

きはいっぱいあったけど、歳いったらまあええかまあ

ええかってみときますでしょ、ふっふっふっふ。それ

をでもやっぱり孫が来るとそういうわけにはいかんか

らするでしょ、掃除にエネルギーばっかりかかります

ねん。どちらかというと、やっぱり娘とこなんかは、

やっぱり若い人って今家買いますやん、みんなね、結

婚すると。 
A：そういう風潮はありました。 
Ａさん：うん。だから必ず、何々の部屋ってあるから、別

にそんなに埃がご飯がって、やかましく育てることも

なかった。私だって孫来たっていったらやかましく言

うんそこですもん。そういうことだから、家ん中でも

幸せじゃなかったんかもしれません、ふふふ。気にし

なかったけど、ふふふ。幸せってそうじゃないかもし

れませんが。今日もさっき孫言ってましたわ「この上

なに？」って。自分とこの家やったらお父さんの部屋

とか言ってますやん、教えなあかんでしょ。それを４

つの子が聞くとああそうかって、上があるってなんや

ろって初めて聞きましたわ。で、２年生の孫が来てる

から、これはよその家やって、ドア一つずつあるから

って説明してました。そういう意味ではこの上は何っ

て思ってるんです。まあ一番最初は、長女の一年生の
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子はこれ全部私の家やと思ってはった。 
Y：それはおもしろい。 
Ａさん：おもしろいでしょ。それぐらい今の若い方は苦労

されて二人で働いて家を買いますわ、どんだけ苦労し

ても。私らの時代の人きっとそういう人いましたけど、

私のとこは石橋ばっかり叩いてますねん。 
Y：石橋たたいていらっしゃったかどうかはわかりません
が、この団地の住まい方というのが嫌いというのはあ

んまりなかったん違います？すごく合ってたんじゃな

いですか？ 
Ａさん：嫌いではなかったでしょうね、そやなかったらわ

がまま言ったでしょうから。学校が近いこと、小学校

が目の前でしょう、そういう学校の環境も近かったん

ですよね。一人はこっち行ったから、久御山高校とか、

自分の好きなとこ行かせましたから、高校は違うとこ

ろかもしれませんけど。学校の環境かもしれませんね。 
Y：それはひとつあるでしょうね。子供さん３人いらっし
ゃって、そういうことお考えになって。でもその別の

人が住むという、隣とか上に住むとか、そういう住ま

い方みたいなものがお好きだったんじゃないですか？

一軒の家にぽつんと住むよりも。ちっちゃい時はどん

な住まい方でした？ 
Ａさん：あのね主人ね、トレーラーに乗った運転手でした。

ほとんどいなかったもんですから、そうかもしれませ

ん。今思ったら怖さはないものね。考えたらなんで怖

なかったのか今言われて思いましたけど。なんでこわ

なかったのかと思ったけれどほとんどいない人生を送

ってきた。３０、４０手前ぐらいで一週間に１回帰る

とか、向こうに、東京の方に会社がありましたから、

一か月で洗濯物だけ持ち帰ってましたからていう人生

を送ってましたかね。それがもし一軒家だったら怖か

ったのかしら、それは今言われなかったらわかりませ

んでしたわ。自分なんで怖なかったのか、子供３人お

ったから怖なかったのかと思ってたんですわ、でも違

う、みなさんがいるから怖なかったのですわ、きっと、

ねえ、今わかりましたわ。 
Y：それが知らず知らずの間にそういう関係がね、あるっ
ていうのがね、すごく良かったと。 

Ａさん：いざとなったら声かけれる、声かけたことはあり

ませんよ。いざとなったら声かけれるっていう安心感

があったのかもしれません。今は特に、年いきました

からお互いに声かけてねって言いますけど。一応車で

会ったりすると言いあいっこしてますよね、お隣さん

とはね。 
Y：その階段に１０軒の家が有りますよね。その中の１０
軒の人は当初からご一緒だった人？ 

Ａさん：当初からの人は５階に一軒だけ、あとは全然。み

な若い人でね、みな変わりました。 
Y：その人達とはあまり親しくなっていない？ 
Ａさん：なってません。名前も挨拶もありませんし、表札

入れませんよ今の人は、ポストも上も、名前もわかり

ません。でも水は漏らしますやろ。 
一同：（笑） 
Ａさん：ほんで名前を入れず。１階で嫌なのはしょっちゅ

う水を漏らされることが変わればね。 
Y：１階ですか？１階ね。ほな自分が漏らして誰かを濡ら

すことはありませんね。 
Ａさん：でもそれはしかたのないことやから諦めてきまし

たわ、怒鳴ることもなく。 
Y：何回もありました？ 
Ａさん：何回もありました、何回もありました。次ぎ引っ

越してきた時に言いにはいきますよ、大変なことを教

えますけど。人間てほら、分かってやることではない

ので、あれ防水できとったらいいなといつも思います

けど、癖がついてるから速いんですわ、たったバケツ

一杯で、洗面器一杯やから。してないって言いきるん

ですよ。それで無理なんですよ、証拠ありますから。

だからそこへ大切なモノを置かないようにしたら自分

がすぐ。私達は鏡台があるでしょ。 
Y：落ちてくる場所はおんなじ場所ですか？ 
Ａさん：おんなじ場所ですからね、目星ついてるから。だ

から鏡台奥にして、だんだんだんだん。今の人達は言

われてるんじゃないでしょうか。本当に若い人たちは

いい加減というけどそこだけはできてるんですよ、反

対に。私達から言わせれば、反対に。あの入るときに

言われるかなんかで、若い人たちの事のほうが反対に

それはないんですよ。家庭生活を送る人が入ってくる

といい加減になってどんどんどんどんやるんですよ。

でも新しい若い人は漏らすんですよ。つぎ気を付けて

ねていうんですよ。子供が外すんですよ、配管とか洗

濯のこんなんとか。今はそれこそ直接になったからい

いんですけど、昔は風呂場につながなあかんのでそれ

をはずしますやん。洗面所の水が飛びますやんそれが

ダーっとこう男の子だったらこうビュウビュウって言

ったら落ちますやん。そりゃみなさん体験されてます

けど、この人も。 
Y：いわゆる今風の洗濯機の置き場っていうのが無いって
いう形の。 

Ａさん：いやあるんですよ、床ですから防水はできて配管

がなかった。風呂場にしか。それが今は全部やり直し

て直接配管している。 
Y：今は直ってる。 
A：洗濯機のすぐこのへんにある。 
Ａさん：あるでしょあれは最近出来たんです。だから今は

若い方のほうが、反対にいい加減とみなさんおっしゃ

るけど、私にとっては名前とかはしてませんけど、水

を漏らすことは全くないんです、若い人は。家庭を持

っている人は来ると結構いい加減。 
A：でもなんかそういう話誰かしてました。なんか若い人
の方がなんか挨拶してくれる。年いった人の方がなん

か無視して通り過ぎて行く。そういう気分悪いみたい

な人、そっちのほうが多い。 
Ａさん：でもだから多分水を漏らすことは、多分説明を受

けているんではないかと私は思ってるんですけど。 
Y：まあ、機械と一緒に住まうことに慣れてるというのは
あるでしょうね。 

Ａさん：私が？ 
A：いや若い人が。それなりの機械に慣れている。 
Y：若い人のいいところは、水を漏らさないことだけです
か？ 

一同：（笑） 
Y：ほかにありますか？ 
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Ａさん：水漏らされることはホンマに大変なんですよ、普

通じゃない。 
Y：Aくんのような若い人がいればね？ 
A：これほど若い人はおられない、私の階段には。昼夜逆
さまな人ね。若い２人が入りますと結構いい加減な人

はいっぱいいます。昼夜逆さま。けどそれも言ったら

いいと皆さんいますけどそれは相手次第ですわ。こん

な時代にやっぱり。 
Y：その人達には子供はいない？ 
Ａさん：いない。いなかったり、いててどんどんが夜中１

時２時までいつか終わるやろと。私にとってはね、育

てることの足音なんてね、終りが来るでしょ。私母見

てるんですわ、９０ぐらいの自分の母を。終わりがな

い人と、子供は成長していきますやんか、そやから私

にとったら許せるんです、足音は。別に本当にうるさ

かったら寝ますやん。そりゃ１１時だろうと１２時だ

ろうと子供の足音はたしかにすごいですよ、でも私は

許せます。成長するっていうのは分かってますし、子

育てしてきたから気持ちわかります。それだけですわ。

それ以外のことでは、そりゃありますけど、それ言う

んだったら、私の考えですよ、それを言うんだったら、

この共同生活をしてはダメだと思ってますわ。共同生

活が嫌だったら出たらいいことでしょ、本当のことい

うと。それ人に言われたらそれまででしょ。自分の心

のなかで決めてるんです、それが嫌なら出ない。 
Y：それはそうです。 
Ａさん：共同生活嫌なんですから。私ある程度配管の水の

音許せますもん、トイレの水の音許せますもん。だか

らこんなんいちいち気にしてたら、じゃああなたはっ

て言われた時に自分も苦しくなりますよ。自分も完璧

でないといけないですよ。 
A：いい事ですね、共同生活で一番。 
Ａさん：共同生活で入ってるんですよ。共同生活が出来な

い人はまずここに入ってはいけません、私らから言わ

せれば。文句をばっかいってる人いますけど、その文

句は、ここに入ってはいけない人ですわ。 
A：最近ね、僕４階なんですよ。５階に最近引っ越してき
て、子供連れで。それで初めてわかりました、うわっ

てなりました、こんな音響くんだと。 
Y：足音？ 
Ａさん：ほんでね玄関から帰ってきたら、帰ってきた、帰

ってきた、帰ってきたって分かるんですわ。 
A：階段の時がわかりやすいですね、上がってる時。 
Ａさん：静かな時がすごいですね。だから私娘いますけど、

昼にかちゃかちゃしたら怒りますし、ドアはゆっくり

閉めるとか、古い親やから説明できますわね、そうい

うことはルールです。そういうことを今の若い人が知

ってますかっていうのが、広いおうちで育った方にい

まさらそれを知って教えられますか？と思うんですよ

私は。反対にこういう環境で育ってない人は無理です

よね。育った人が初めて分かることでおんなじ団地だ

とか、だから躾けてはおりますけど今の若い人はそれ

は無理です。 
Y：今の若い人と全部ひとくくりにするわけにはいきませ
んけどね。大きいうちに住んでいる人も、育った人も、

小さな家で育った人もみんないろいろいるから。 

Ａさん：私は躾けています。ドアのしめ方と。 
Y：そうですよね。 
Ａさん：階段の音と。やっぱり夜ある程度時間なればとか、

それでもねガッチャンとなります、外は。 
Y：まあ、建物の構造がその程度でできているから。まあ
そのほうが人の気配感じていいというようなことも無

いでも無いけれど、ほんとはちょっとまずいですね。 
Ａさん：なんかそういう事言われますとやっぱり、良かっ

たから。そうかもしれませんけど出る力がないからよ

う出んかったんかも。 
Y：その階段のお付き合い、もう少し別のお付き合いとい
うのかね、そういうのはなにか発展してあります？ 

Ａさん：私は、すいませんけど若い時から甲状腺が悪かっ

たんですね、あんまり役員しなくって、人の中に入っ

てっていう活発なタイプではなくって、でも子供の関

係の知り合いはいます。それだけの付き合いですね。

最近は狭心症でステント入れてしまいまして、そうし

て運動が足らんのかしりませんけど、だからといって

寝てたからといってそれが気になるということでもな

く、それは忘れたこととして動いてます、はい。そう

いう病気を気にしててもきりがないので。 
Y：まあそうですね。 
Ａさん：だからよけいにここでいようっていう、余計にな

りましてね、いまさら言うのがね。きれいなところに

住みたいんで、みなさんみたいにこういうちょっとき

れいなってる、でもちょっとね何年も使ってるかもし

れませんしね。病弱になっていくのも皆さんですわ、

でも聞いても年いった方が、年寄りばっかです。若い

人が混ざってるのは極端ですねん、年齢のその差が。

７０を越した方と２０歳代の人、もう落差がすごいで

すわ。で５階の空き家は何年も空き家です、もう私が

知ってるだけで中学のときから、６年７年空き家です、

５階は私の階段でも。そんだけ５階は入ってません、

向かいの棟も５階は入ってません。でもみなさん７７

万戸あるんだから覚えておきなさいねと言われて、７

７万戸あるんですか？団地？ 
A：７７万もないですよ。4000... 
Y：戸数ね？ 
Ａさん：そうですか、私の覚え方が悪いのか記憶力なくな

ってきたから。 
Y：URの戸数のトータルはだいたいそんなもんです。 
Ａさん：７７万ですか。それだけ記憶にあるから何か言わ

なあかんかなと。 
A：男山でですか？ 
Y：いやいや違う全国で。 
Ａさん：ここは一応マンモス団地ですよね？ 
Y：大きいです。 
A：ここは 4,600から 5,000... 
Ａさん：って言われたんですよ、で税金で建ってる。ちら

っと頭で覚えてて、税金で建ってるからって。 
Y：まあ元はそうですね。 
Ａさん：私達の税金で建ってるんですか？ 
Y：元はそうですね。 
Ａさん：だからってなんなんやろ、税金で建ってるからっ

てどう。 
Y：大いに使いこなさなければならないです。 
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Ａさん：えー。 
Y：このあとも長く。 
Ａさん：え、大いに使いこなさないといけないとはどうい

う？ 
Y：自分のためにね、なるように。 
Ａさん：そういうことを言ってはったんやな、じゃあ。 
Y：そんなことを言ってたんかどうかはわからんけれど、
自分のためになるように大いに使いこなさなければい

かんし。 
Ａさん：自分の税金やから。 
Y：まだこれからも長く使っていかんならんし、財産です
からね。 

A：あの子供預かってたという話をもっと聞きたいという
か、それはいつごろですか？自分のお子さんが同い年

で、それは小学校の時？ 
Ａさん：いえいえ違う違う。ちっちゃいちっちゃいちっち

ゃい、おむつ変える頃。 
A：そんな感じ？ 
Ａさん：そうよ、だから安心して預けられるでしょ。 
A：そんなころに預けてたんですか？ 
Ａさん：上の方の子を預かってたり、そうねみんなが二人

とか三人産みはるからやろうけど自分の子がこんなん

やのにこんなん預けるから、今なったらあたし思いま

すもん。こんなんよう預けはったなって。その時なん

にも思わんと、大切に見なあかんから、おむつとか。 
A：預けてきた人は仕事だからとかですか？ 
Ａさん：違う違う。 
A：もう一人いるから？ 
Ａさん：もう一人いるから。何かの用事ができたからとか。

私それでこそ団体が苦手なんで、コーラス部に入って

るからって、コーラス部に行くからって、毎週なんで、

お決まりなんですよ。それでちょっとどうなんかなと

思ったんやけど、まあいっかっと思って。コーラス部

に上の子幼稚園やから行ってます、下の子コーラス部

に連れて行ったら邪魔です、じゃあ私がって。だから

お決まりの子もいてたんですわ。でもなんの苦もなか

ったんですわ。 
A：今やったらね、それするのにもどこに預けるとか、誰
にあずけてもらうとか、それでお金発生したりするん

で、それがやっぱり近所付き合いが出来る... 
Ａさん：そうやね、なんの発生もないよね。もしそんなん

されたら気遣ってもう今度から預けへんわな、私らの

時代は。私の子も育ててるんやけどお昼ごはん作って

食べさしたり、焼き飯ぐらいのもんやけど、離乳食ぐ

らいとか、まあミルクとか、おむつ替えたり、自分の

やってることやからなんの苦にもならへん。お昼寝さ

したりとかやから。何軒やろ？ばーっときて遊ぶのと

は違うからね、本当に乳飲み子ですね、そんなん何軒

もありますよ。 
A：何軒も、噂になってたりとか？ 
Ａさん：（笑）それが私いてるんで、それはなってません。

私付き合いにやかましくないから。そんなみんな変わ

ってないですよ、いまどきの若い人でしょそれって。

昔はねよっぽど困って、困って預けはんねん。そんな

気軽に預けるなんてそういうええかげんな人は、まず

私はそういう付き合いしないもんね。そうそう確信の

確信やもんな、お互いに、安心感と安心感やもん。そ

んな人に預けへんし、私も付き合わへんし預からない

ね、何かあったら言われるもんね。それと子供さんが

入院したらつきっきりで見とかなあかんから、私がず

っと見とくとかね、小さい子が入院すると、お母さん

がつきっきりですやんか、２４時間。そういう時はお

隣同士やから、見ましょかいうて。ずーっと見とく。

ようするに今考えたら見てばっかりで、（笑）今自分で

もおかしい話やなって、みんななんで来てたんやとは

思いますよ。そやからＵさんやったら知らないと思い

ます。あの人達のしゃべることは子どもたちがものす

ごく、同級生ですけど、ものすごく大きくなってから

ですから、お付き合いがね。それまでは私なんの役員

も出来ないでしょ、体基本的に弱いからですから。そ

れで逃げてきて。 
H：そのころってエアコンとかあるんですか？赤ちゃんの
お昼寝とか。 

Ａさん：ああ、もちろん。ここは暑いですからすぐ付けま

したよ。 
H：そうですか。 
Ａさん：電気屋さんここでしたでしょ。電気屋さんは決ま

ってましてん。公団、役所やなかったら穴が、昔です

から穴を開けるのはここの契約書と公団の契約書もら

って初めてやから、よそのみたいに今はヤマダ電機や

なんやで買いますけど、契約が許されなかったです。

だからクーラーつけるにも、それ無茶にする人はして

ましたよ、でもそれバレた時怖いでしょ、必ず事務所

入って書類もらって、その書類を電気屋さんまで行っ

てつける。それが基準ですねん。だから私達が付けま

せんから、業者の人がクーラー付けますから。クーラ

ーはついてない日はなかったと思います。そうですね、

今こそ自分でね、余分に違う部屋につけたりしますけ

どね許可無くね、でも片一方の方は許可もらってます

もん、必ず公団の許可。もう今穴あいてるから許可も

らわなくても、私ら穴あいてないから開けなアカン。 
A：留め具みたいなものがついてます。それをつけるため
の。 

Ａさん：だからそんなもんですかね。環境が良かったのか

人間性も良かったのか、その人様の人間関係が良かっ

たのかもわかりませんね。今やったら不安感が有りま

すよね、どっちも許せる環境の人かな。 
H：一階やと戸締まりというか、わりとある程度... 
Ａさん：私のところ一番角ですねん。何が嫌って、湿気が

すごくかび臭いんですけど、その２つ３つ、４つ目ぐ

らいがやられるんですよ。角ってね街灯がね、病院が

あって坂のところにも街灯があって、ゴミ箱の前にも

街灯があって、街灯がありすぎて角って入られたこと

がないです。何十年たってもね。それでも聞くのはち

ょっと何戸か向こうですね、聞いたことがあるのは。

意外と泥棒って入るより下着泥棒ですよ。お金の泥棒

よりはどちらかと言うとそちらです。私も１回だけ、

３０年住んでて１回だけやられました、あのたこ越し

ね。どこ持っていったかといったら向こうの方にほか

してましたり、クーラー付けますから、洗濯物こうし

て選って、娘ばっかりです。面白いこと言いましょか？

こうして私のよけて、娘のだけ抜いて、私のもとって
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いってって感じでした。 
一同：（笑） 
Ａさん：そうでした。それがなんで昼間にしますねん。昼

間にしますねん、夜じゃないで、夜干しじゃないで、

昼間ですがクーラー付けた時が危ないですわ。それか

ら絶対全部かくれて干すようにしてますよ、私のとこ

ろの洗濯物見えませんよ、パンツはいてないちがうか

と勘違いするんちゃうかな。 
H：クーラーつけたら？ 
Ａさん：あぶないですわ、閉めるから。ほんで昼にたこで

干しますでしょ。 
H：あんまり外が分からへん。 
Ａさん：それでやめました、その干し方は。娘三人ですか

ら、選れますやん。 
A：選れる（笑） 
H：洗濯物がクーラーつけたらパーっと。 
Ａさん：パーっとじゃなくて自分で手でのけますやん 
A：自分で選択するんです。（笑） 
Ａさん：選ぶんですわ、選ぶんですわ。それできるんです

わ、クーラーで閉めるから。でも二度とありません、

私注意しましたから。なぜそれ言うかいうたら、娘っ

て下着が高いよりも水着が高いんですわ。何万とする

んですよ、ブランドじゃなくても。水着って１万ほん

ま平均ですよ。１万以上は絶対するんですわ、ブラン

ドじゃなくたって。 
A：小学校のやつですか？ 
Ａさん：（笑）いえいえ娘の、もう２０代の娘のんで。水着

って今安いんでしょうかね？多分、わかりませんか？

あの、一万以上必ずするんです。それで中途半端に取

られるから、組み合わせがなくてものすごい腹立つら

しいんですね。自分でやっともうけたのを。 
Y：組み合わせがね。（笑） 
Ａさん：だから腹立つんです。下着じゃない、水着を取ら

れる。今１階ですからね、１階の角ですからね。それ

から注意をするともう二度と、３０年に１回しかあり

ません。それは余程の注意です。してませんそんなこ

と、自分が悪い、自分が悪いと思うから置いとくのが、

違うところ干せばいい。家の中ではないですよ太陽当

てたいから、分からんように。 
A：１階だからこその、他そういうのあります？例えば道
沿いでめっちゃうるさかったという工事とか。 

Ａさん：私が一番嫌なのはね、そういえばね実は自治会に

は入っておりません、あの、私が嫌なのは猫に餌あげ

ること。野良猫増えるでしょ、皆さんは上ですから、

うんちをします汚い話ですけど。そしたら雨が降りま

す、匂いが上がってきます。その人はいくら言っても

いくら言っても、でよそからきます。バイクに乗って

一周して餌あげるんです。その人捕まえて言っても聞

きませんでしたわ。ほんでだんだん弱ってくる病気も

しますでしょ、猫は餌を当てにしますから。だから私

にとっては一生分あげるならっていう自分の責任感っ

て大事だと思うんですわ。ほんならあんたが飼いなさ

いって言ったんですわ、あんたが飼いなさいって。で

飼える力あれば、飼われへんって、いや飼われへんか

っても。一時うちのベランダに全部ですねん。で子拾

ってきてネズミかなんか持ってくるんですわ、猫が。

ほんならやっぱり目が開くまではほっとくでしょ、餌

やるわけ無いでしょ、親がガ～って牙むきますから。

拾ってはあげるんですわ、そんな時代が有りました、

ここ十何年か。で私が個人的に自分の階段とか、名前

も分かってますでも言えません。でも自治会っていう

のは元ここらへんに箱があって、悩みを訴える箱があ

りました。入れれます、色んな物のあれがありました

が無くなりました。私はその時にものすごくひどいな

んでかいうたら、汚い話ですけど、犬飼っている人は

餌を持ってます、で野良猫に餌をやります。私いうと

きますけど動物大好きですねん、どれもこれも私大好

きですねん。だから野良猫にも声かけますよ、今日は

寒いなあんた大丈夫？とか。餌もらうのに時間が来た

ら今でも並んでますわ、車の下に。もらうのとか、も

らっている餌を私は引いて捨てるようなことはしませ

ん、好きです。けど責任感を持てるかと言うたら持て

ないでしょ。命ありますやん猫ってね。でもつぎつぎ

増えますねん、不幸なことに。私は張り紙をしました、

猫に餌をやるなと。なぜかいうたら猫が犬の餌を食べ

たらどうなると思います？同じフードでもぐわっとも

どすんですわ、自転車置き場で。その掃除はしません

わね、あげた人はしません。結局娘はバイク乗ります、

ゲロはいてます、掃除わたしイライラしながらします。

その時だけはたしかにこんな穏やかではありませんよ。

水漏らしたりとかも腹立ちますよ、そんなんはすごく、

その責任感、自治会に言いました、その時の。そした

ら自分で交渉しなさいっておっしゃるんですよ、自分

で、わかります？あげている人の気持ちと絶対あげた

いんですよ、その人は一生治りませんよ、あげないで

くださいと言っても。飼ったらいいじゃない、私にと

っては、私は飼いませんよ、動物好きやから飼いたい

ねんで、犬も飼いたいねんで、我慢してんねんで、そ

れでもそれ間違いでしょ。でもその判断をしますと、

やる権利も無ければあげてはいけないっていう法律も

なければ、やってはいけない法律もないとこう来るわ

けですよ。そしたら私どうします、負けでしょ、で張

り紙をしました。聞きません、何十枚もポストに入れ

るのも大変だから、一枚階段室に貼って下さい。犬を

飼ってはいけませんなんか貼ってあるのでなくて、餌

をあげないで下さいと、聞くか聞かへんは別として、

それも自治会としてはしてもらえません。じゃあ自治

会の意味は何かって。自治会って入ってたらお祭りが

あって、それだけかというともう子供はお祭りいきま

せん。何にも私にはメリットは、メリットというとい

やらしいですけど、旅行行ける人はいいですよね、私

にとっては何が有ります？自治会の中身をもっと知り

たいんです、自治会に入ってて何もないです。私一つ

解決してほしいと思ったのは猫ですもん。けど上の人

には何の害もないでしょ、下のもんだけでしょ猫です

ね、未だに直りません。ゴミ箱の下においてあれゴミ

箱の人が掃除したらいいわって考えでしょ、公団です

から。猫ですね、帰ってきて自分のところに餌があっ

たら、私のところ１階でしょ私の降りる階段に置くん

ですわ。私がやってることになってて、猫がニャーニ

ャーいうて掻いて玄関どろどろにしますねん。私は猫

嫌いじゃないから汚い鼻したら猫の鼻をふいてやる、
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風邪ひいてるんやなあと思ってそれはします、餌はあ

げません。餌をあげたら一生気になりますやん、あげ

たい気持ちはあります。けどそれって不幸でしょ、一

生見れないのに。でもあげてます、それってどうしよ

うもないです。 
Y：今も続いている？ 
Ａさん：続いてます。あげる人はあげますよいつまでたっ

ても。あのゴミ箱の下にこうやったりとか、雨の日は

ナイロン袋に入れて餌を入れて自転車置きます。家よ

こ自転車置き場、置きます。もう誰って言いたくない

言ったってしますよ、うん十年してはるんだからそれ

はしますよ、もう絶対しませんとかなりません。誰の

あれにも出来ません。 
H：団地の外の人、中の人？餌をあげる人は？ 
Ａさん：外もありましたけどだんだん病気して回られへん

ようなって、ほんで今は中の人です。中の人の名前言

えますよ、中の人いっぱい言えますよ、この人あの人

言えますよ、言えますよ、名前も出せますよ。言えま

せん、ふっふっふ。それはやっぱり私がさあここ出る

ころになったら言うかもしれませんけど、直りません

よ。でも言いますけど、あげたい気持ちがあるのに買

ってでもあげるのに、で家の中のものを残飯あげるか

らそれいちばん困るねん、きったないべチャっと踏む

から。でも私も動物好きやからその気持ちはわかりま

す、でもいっぺんあなたが一階に住んでごらんなさい

ということですわ。臭いがねーあのウンチが、主人が

うんちを拾ってナイロン袋に入れてほかすんです。で

また臭いがあるから、ありがとう土掘ってくれたんっ

てまたそこにするんです猫って。猫って臭いがある間

もずっとするんですわ 
Y：猫の排泄はくさいですからね 
Ａさん：臭いですわ～。猫飼ったことないけど嫌いではな

いですあたし、全然嫌いではないですけど、猫、犬も

動物大好きですけどーその無責任さ、そこはそういう

とこそんな人は役員してるんですよ不思議と、ふっふ

っふ。 
A：いいと思って。 
Ａさん：んーいいともなんとも思もわんと、かわいそうか

らだからと思うう。ただのかわいそうや、みてたらか

わいそうやろ、子猫みてたらかわいいやん。あげたい

気持ちは十分わかるねん。でもそれは不幸のつながり

ですよ。結局それが親になって、兄弟で子ども増えて、

黒ばっかりがいますよ、黒色ばっかりしか生まれませ

んねんここ、黒ばーっかり、違うのが混ざらんから。 
A：ごみ箱のところにいましたね。 
Ａさん：そうそうそう。であの時間見てごらんなさい、よ

う知ってますねん。明るい時間、明るかっても７時、

暗かっても７時って、時間わかりますねん。 
A：７時 
Ａさん：７時なったら車の下にずーっと並んで待ってます

ねん。誰を待つんやろね、でもあたし位やと思います、

歳が。だからあたしがくれるんかなーっと思ってぴゅ

ーと寄ってきて、嫌いじゃないのわかるから寄ってく

るんですね、寄ってきてあっ違うわと思って戻るんで

すわ。ごみ箱にごみほかしにいったら、あ、くれるん

かなーっと思って付いて来てて、あ違うわって思うん

です。私の今一番は、まあそれかな。 
Y：ふっふっふっふ。 
Ａさん：ふっふっふっふ、猫かなー。だって猫、セメント

でも糞しますもん。 
A：洗面所？ 
Ａさん：セメント。 
A：セメントね。 
Ａさん：セメントでもしますよ、土が無かったてしますよ。

その掃除も結局一階のもんでしょ、上の者がします

か？しませんやん、ほんでエサやってる人はしません

やん、もうやる気持ちだけ。でもどこでもあることで

すよね？これ。 
Y：まーそうですね。団地だけじゃなくて。 
A：まーでも一階はいっぱいあるじゃないですか。この団
地。 

Ａさん：ん？ 
A：一階って各棟に。 
Ａさん：あー。 
A：そういう風に思ってる人って。 
Ａさん：うーんどやろね？ 
A：なんか端っこやから。 
Ａさん：あっそうそうそう、端っこやし自転車置き場で入

りやすいからって主人はいうんですわ。その道がねス

ッと抜けれるからかー、うーん。そやねほんとやね。

みんなおんなじ考え持ってんのかな？そんなアンケー

ト自治会の人が作ってくれたらええのにな。 
Y：そうですね。そういう小っさいことがね、ストレスの
もとになることってのがずいぶん多い。 

Ａさん：めちゃめちゃストレスですわそれ。臭いから、な

にをいっても。 
Y：それはそうですわ。 
Ａさん：雑菌でしょー？ 
A：１階はだって人気ですよね、やっぱり。 
Ａさん：そうですか、でも１階のよそとよその家は曲がっ

てる１階ですけどうちみたいな、１階はすごいカビで

くさいですよ、カビだらけですよ。 
Y：そのーご主人は今はお仕事は、働いて… 
Ａさん：してません。 
Y：もう家にいてらっしゃる。ご主人は日常どんなことを
なさってるんですか？ 

Ａさん：なんもしてません。 
Y：何もしてない、ふっふっふ。 
Ａさん：それまでちょっとでも動いてましたけど、今はち

ょっと動いてませんねー 
Y：何か特別なご趣味は？ 
Ａさん：何もしませんねん。 
Y：あそうかー、なにもせんのが趣味やねんな。 
Ａさん：あそれでもー、プランターになんかこう野菜とか

はなんかやってますよ、そういう。 
Y：ほー 
Ａさん：なんか花を植えたりとかーは、前はしてたんです

けど、ペンキ屋が潰していったから。どっか花植えて

たんですけど、もうみんなぐちゃぐちゃなってお父さ

ん諦めてしまいはってへっへっへ。そういうことは嫌

いではありません。だから今でもなんか植えて、なに

植えてんのかな、キュウリかなんか、あれ瓢箪植えて
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ますわ、だから何にもしてへんことは無いかなふっふ

っふ。 
Y：うーん 
Ａさん：プランターに植えたりとか、それはしてます。 
Y：いや結構それ楽しんでらっしゃる。 
Ａさん：楽しんでますねー、うん一応はねー。なんにも、

それくらいかなー何にもしてない言うたら怒られるけ

ど体動かすとかはねー。 
Y：あのー男同士の付き合いっていうのは、なかなか世の
中では発生しないでしょう。 

Ａさん：あっ無理ですねー。 
Y：ここでも一緒ですか？ 
Ａさん：一緒ですねー。 
Y：うーん。 
Ａさん：そうですね働いてる時だけでしょうか。 
Y：うんまあ職場の付き合いは、まあもちろんみんなそれ
が中心やったけれど。 

Ａさん：まあでも職場を離れると男の方ってそれが終わる

んですわー。 
Y：そうそうそう、困るんですわそれねー。 
Ａさん：終わってもう全然ですねー、うーん。男の人はそ

うですねー、だからー今頃なって、私がしてたことと

か子供の事とか分かってるみたいな感じですけど、何

も知らないで仕事だけですもんねー。だから繋がりっ

てなんらかに入っていかないとないでしょうねー、老

人会なりあんなんに入っていかないと。 
Y：そうですねー。 
Ａさん：今のところねー入ってませんねー、私も入ってま

せん。老人会６０から入れたのかな？６５からかな？

年齢がね決められてたんでね、だから主人も入ってま

せん。しょせん田舎のもんなんで、田舎もんなんでね

ー。だから難しいんじゃないかな。 
Y：うーんまあしかし。うーん。 
Ａさん：人とのかかわりはでも持ってますよ。その周りの

人と花の話をしたり、結構関わりは持ってますねん、

花につながりの会話してますわ外に出てね。 
Y：いやいやそれ、それがつきあいですわ。 
Ａさん：あっそれは付き合いか、ふっふ。それって話の付

き合いですか？ 
Y：いやもちろんそっから始まるわけですよね。 
Ａさん：あっそれはしておりますね、はい。 
ほんで隣の方がお年いってるから、木切って言ったら自分

の植えるん邪魔やったらお父さんが切ってますねー。 
Y：はいはい。 
Ａさん：ご主人がお年いって切れへんで寝たまんまやから

ー、うちの主人がしてますかね、そういえば。 
A：じゃあ結構・・・ 
Y：うん結構いろんなことしてなさってる。 
A：いろんなことしてるっふっふ。 
Ａさん：え？してるんかなー？はっはははは 
Y：へっへっへ 
Ａさん：言われたことに関してしてお手伝いをしてるか

な？ 
Y：いやいやそれはたくさんなさってますよ、だんだん広
がっていっとるんですね。 

Ａさん：木一本こないだ切っただけですよ 

A：木一本っふっふ。 
Ａさん：あのーまだ家におって一年ぐらいですから。 
Y：ああーそうですか。 
Ａさん：だから五年間は働かなかってバイトみたいにちょ

こっとだけね。普通に定年してもね、つい一年ぐらい

ですね。だからそれしてるのかな、交流かな。会に入

って何かをするってことは無いけれどもね。 
Y：今お孫さん来ていらっしゃるって、さっきそんな話ち
らっとあったなーと。お嬢さんはしょっちゅう帰って

こられるんですか？ 
Ａさん：しょっちゅう帰ってきません。あのー孫だけが来

て。 
Y：今日はお孫さんだけが 
Ａさん：来ておじいさんといてますけど、はい。あの枚方

ですから。 
Y：あー近所ですね。 
Ａさん：娘がね、はーい。だから少し見れますね、見るこ

とがありますねー。夏休み、こっちを楽しませてくれ

る感じですけどエネルギーをもらうというか、普通の

ごくごく平凡平凡の事です。 
Y：そうですね。それがなかなかできてないんですよみん
なね、平凡がね。 

Ａさん：でもほりさげれば平凡かどうかは。 
Y：うーん、いやそうですよ。だからこんなお話伺ってる
んですわ。それをうーんとまとめてしまったら平凡に

なってしまうけどね。本当は平凡じゃなくって。 
Ａさん：うん。 
Y：本当は平凡じゃなくって。 
Ａさん：そうそうその都度の悩みとか、その都度の何かは

そりゃ勝手があります。何にもないとはね、他人さん

に言えないこととかいろんなことあります、はい。 
H：あれあのー、だいたいこう高齢なっていくとこうご主
人、普通ご主人のほうがちょっと先弱る的な、きませ

んかね？そういう時５階とかやったら大変ですよね、

上り下りとか。 
Ａさん：はい今５階の方が、あのー、上り下りものすごい

大変なりましたわ。 
H：ですよねー。 
Ａさん：こないだはお母さん、私に話しはったけど、５階

のおばあちゃんつい最近やね、まだ４９日来たか来る

か来えへんかぐらいでー、亡くなりましたわ、５階の

おばあちゃん。それで見なくなったのが７年間でね、

見てましたわ。亡くなりました最近、４９日ぐらいで

す、ちょうど今ぐらいがね。で私と一緒でしたから、

同級生の子で、そこのご主人がおばあちゃん見てはり

ましたけど、そのご主人が今下りるのが一日一回やっ

ととか、だんだん大変でした。そのおばあちゃんはほ

んっとお元気だった。９５まで生きはったんですけど、

上がり下りが大変になって、ぎりぎり。お嫁さん先亡

くなりはりましたよそのご主人。だから、私とそこだ

けが、同級生の男の子とうちの娘でしたけど、うちの

娘はいなくなったけど、息子さんがまだいるんですね、

あの結婚されないで、でお父さんと二人なりましたわ、

おばあちゃんといてたんですけど。５階だから大変だ

って。確かに私もこないだ亡くなった時に、もう家族

葬だけでしたから私だけしか行ってないんですけど、
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上がるのに私もきつかったですわ、５階までが。１回

やから上がれますけど毎日の生活は。あれ荷物が無か

ったら楽ですよね、まだね休憩しゆっくりあがれば。

でも杖ついて降りるようなりましたね、７３かな、７

３でもそうですわ、病弱ですと。 
Y：なるほどね。それはそうですね。 
Ａさん：元気な人やなくて病弱ですからね。それでも散歩

しようとここら辺歩いてますけどね。そうですね５階

は大変です、エレベーター無いですからね。でもこの

古い建物に今それエレベーター付きますか？ 
Y：うーん。まあ良くそれは話題になるんですけどね。 
Ａさん：無理でしょ？ 
Y：なかなかね。つけられないことは無いんだけれど、何
かと難しい。 

H：まあーお金かなあ。 
Y：お金なあ。 
Ａさん：それと、あの同じ１階でも同じようになってませ

んよね？きれいに。私のところのお向かいさんが、え

と一番最初にえっと４年前ですか、すっごく全部やり

替えたんですよ。私のとこの向いすっごいきれいです

よ。 
Y：それはご自分で？ 
Ａさん：ううん公団が。 
Y：公団が。 
Ａさん：うん。そのパターンを。 
Y：いっぺん出て空き家になって。 
Ａさん：なって、ものすごい今もう。その時のやり方を次

一階が空いたら全部その形になるんだと私は思ってた

んですけど、なってませんわ。 
Y：うーん。 
Ａさん：うん。それは見事なってませんわ。そらすごいで

すよ、私の前は。きれーですよ、だって４畳半の私ら

いる台所からこういくでしょ？ 
A：はい。 
Ａさん：それないんですわ。あれ今―えーと洗濯機置くっ

ていう真正面にちょっと木でこうへっこんでるかなー

お宅なんかやったら。あれドア空くんですけど向きが

ね、４畳半で北側で、こう４畳半で正面から入るんで

すわ、こう入るんじゃなくて。 
Y：あそうなんですか、玄関からこう。 
Ａさん：うん。こう完璧に。 
A：こう。 
Ａさん：そうそうそうそうそう。ほんで、今物置って二つ

あるでしょ？ 
A：はい。 
Ａさん：あれが一個なって、一個減らしてこっち側に洗面

所ついてこっちむきですねん玄関に向かって。 
A：へー。 
Ａさん：もうまるっきり。 
Y：間取りが。	
  
Ａさん：もう向きが変わって。 
Y：変わってつくってある。 
Ａさん：そう。北側もかえて何もかえて。であの車いすで

行けるようになってて、すーっごく羨ましい形なんで

す。 
Y：うーん。 

Ａさん：その形が一軒だけですわ。 
Y：うーん。 
Ａさん：二度としてません。一階が空いたからって、普通

に畳替えて、普通なんしてるだけで。 
Y：実験的にやったのか、或いは車椅子対応の家っていう
のがあるんですよ。 

Ａさん：実験的にやったんじゃないかなーっと思うんです

けど。 
A：C３棟の？ 
Ａさん：C1棟。私とこの向かいやから。１棟の１０２ 
A：あー向かいって階段室の向かい。 
Ａさん：はい、そのドア同士のね、１０２。だから私工事

してるとこ見えますやんか、だからもう考えられへん

向きなってますねん。排水も、洗濯機だって、あのえ

ーとだから私だったらドアでぶつかったりしますやん。

それがもうちゃんとしてあるので、平ら、あのお風呂

場も何もかもが平らで、あの同じ 
A：あーそんなんじゃない。 
Ａさん：そうない、ものすごいきれいよ。隣のやけど見し

てあげよかって感じやけどすっごくきれい。わたしと

こドア開けたらすぐ３７年のきったない壁の汚いねん、

全然なんよ。 
H：その家はどなたかお住まいなんですか？ 
Ａさん：住んでますねん。それも何回か変わるんでしょう

ね、その空いた時に、私工事してる時に申し込んだら

私その時、４年前やから年齢が足らんて言われんねん。

主人と私を足しても私が６０なってないからあきませ

んって言われんたんですわ。 
H：高齢者用か。 
Y：うーん。高齢者用やね。 
Ａさん：そうでしょうね。ほんで、主人はそのいけててん

けど、私が足りませんて言われたんですわ。で、向か

いやから引っ越したら楽かなーと思って。 
Y：それでベランダ側から車いすで入るようになってない
んですか？ 

Ａさん：なってないです。 
H：そうじゃないんか。 
Ａさん：普通に階段上がってね、あのーなってたんですわ。

高齢者になったんかなって、ほんでその方はすぐに引

っ越しましたわ。２年程いてたら、で今の方が入りは

ったんですけど土台がきれいだからね、もう基本的に

ぜーんぶ外せるんですよびっくりするくらい。公団の

家はずしてぜーんぶ。あの押入れも階段にするから、

ぜんぶ。 
Y：そうですね。パタパタっと外せる。 
Ａさん：その条件っていうのは今はありませんわ。６０な

ろうと５０代であろうと。あの、二人の歳が結構いっ

てたらいけるんですわ。時代が変わったらたった２、

３年ですけども。私は主人と離れてましたもんで、そ

の時間が無かったんですわ。でもお隣だけきれいです

よ、そういうのんをできあがっていったらいいのにな

いんですねん。この公団もね。もう無駄なのかねー。

しても。 
Y：うーん。何を無駄なんでしょうね。それ評判いいんじ
ゃないでしょうか。 

Ａさん：そらいいでしょう。私がもし実行してあの老人の
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説明会をこっちにいったんですけど、それ家賃上がっ

ていきますもん。 
Y：あーはあはあ。 
Ａさん：今よりも。 
Y：それがあれやな。 
Ａさん：家賃が高いですよ、引っ越したとしてもね。それ

ならお向かい位のあれがあればいけるかなーとか思う

んですけどね。そういう構造も今つくってませんよ。

結構費用かかるんじゃないですかね、一からすること

に対して。向きかえたりしますから、ものすごいかわ

りますからね。 
H：あとちょっと話変わりますけど、あの娘さんたちが、
赤ちゃんやなくて今度は幼稚園、小学校くらいまでい

ったりした時に、どういうところが遊ぶ、遊ぶ言うか、

家以外で過ごすんですか。 
Ａさん：いいえだからこの公園。 
Y：公園 
A：公園がわんさかしてたらしいです。 
Ａさん：わんさかしてる。 
A：全部の公園。 
H：わんさかしてるっていうのがすごい光景。 
Ａさん：そうそう、第二次ベビーブームの時代ですから。

この公園が今はひっそりしてますけど、この公園で遊

んで呼びにいってとか、子どもだけ、だから子どもだ

けが遊んでてもなんの不安感もないんですわ。なんで

か言ったら、あの、車が来るわけでもないでしょ、こ

の公園中の団地って。だからほっとけれるんです。あ

る年齢が来たら、２年生まで気にしてたら、もう後か

らはなんの危ないこともないですから。外から来る方、

一軒家の子が来る時はまあ自転車で来てるんやろうけ

ど、なんのあれもないので、みんながそうして育って

きました。公園で遊んで帰ってくる。うーん、で終わ

ったかな。そういう人生でねー、公園にはねー。と家

で遊びあいっこ、ほとんど外へ出たかったら公園です

わ。だって広場がありましたでしょ？どこか７棟の方

には、あの広場が、お祭り広場がものすごく遊ぼうと

思ったらアイススケート、ローラースケートか。あの

流行りましたわね私らの時。あのアイス、ローラース

ケートとボール蹴りはあのおっきな広場でできますか

ら、公園ではできないけど。だからもう子どもにとっ

ても何の不自由もなかったんやなー遊ぶことに関して

は。どこへも行きません、どの公園、山ほどあります

もん。 
A：山ほど公園あります。 
Ａさん：でしょ向こうの方にも中学校の方にも一個ありま

すし。だからなんの不自由もなく、そうですね、公園。 
Y：ここは本当に空間のゆとりがね、あってそれがすごく
いいですよね。 

Ａさん：だから怖い人が来るっていうことも無かった。安

心で。 
Y：人さえいればね。 
Ａさん：それと学校も開放出来てましたからあの門が。だ

から学校には遊びに行けるし、幼稚園の門も空いてま

すから遊びに行けるんですわ。 
Y：あーはいはいはい。 
Ａさん：学校のブランコも乗れて、学校も開放出来てて、

今こそ門閉まってますが、それまでやらんかったから。

学校の中にも遊びに行ってました。 
Y：まあそれみな子どもたちがたくさんいるっていうこと
前提で。 

Ａさん：そうです前提で。校舎も空き校舎が無いってこと

ですわ。今空き校舎いっぱいでしょ、合併制定とかも

やって学校閉鎖ですから。あんな時代じゃないから全

部使ってた。１，２，３，４，５ってこう全部。第三、

第二。ここ桜小学校ですけど第三小学校ですねん。 
H：公園で元気に遊ぶ、遊べる子と赤ちゃんとのぎりぎり
の境目、ちょっとちまちまっとやって、即公園デビュ

ー？ 
Ａさん：え？ 
H：赤ちゃんからちょっと家の前で遊ぶっていう順番があ
るんですか？ 

Ａさん：ちょっと家の前では遊んでました。今駐車場なっ

てますけど、家の前が今駐車場なってますけど、そこ

にちょっと砂場っていう砂で植え木でありましたやん

か。親の目の届くとことか、女の子でしたからね。 
Y：そのころは駐車場に車置いてなかった？ 
Ａさん：駐車場なかった。いま駐車場できました。 
Y：駐車場増えたからね。 
Ａさん：あれは増えた。こっち側が駐車場は元々で、皆さ

んが、息子さん娘さんが乗るようなってから私たちは

家を出た瞬間に駐車場、あれは新しくできたんですわ。

１０何年なりますけど。あのとこは遊べたんです。そ

のとこで遊んでました。 
Y：でしょうね。 
Ａさん：ちっちゃい間は。 
H：公園までいかんでも元々その近場にもあったんやね。 
Ａさん：近場に何もないんですけど、まあ遊べますわ。そ

っから出入りしてね。まあでも駐車場ができたために、

今の子どもさんはどこに行ってるんでしょうねそうい

えば。それと、サークルに入れてましたから子どもの。

公民館で遊んでました、子どもサークルに。子どもの

サークル、なんかその時はありました。古いですから

ね朝から。今もサークルあるんじゃないでしょうかね、

ひよこなんとかとか名前付いて。サークルで遊んでま

したから、そんなもんです。 
Y：そんなんで遊んでる、車が、車を増やしたがために子
どもの場所が無くなったとかね、そういうことに関係

しますね。 
Ａさん：それはもちろんしますよね。それで危ないことが

いやでしてん。反対側やったらよろしいんですけど、

家出たこっち側やから,向こうの方からぴゅーっと出
てきた時には危ないんです。思いっきり加減なく、私

は入口ですよ。向こうの方に止まってる車がこうくる

から、入口に向かってね。だから車って大事ですけど

危ないんです、子どもの出方によってはすごく。反対

側は絶対にでないって、こっち側やったらまだこう坂

がこう。こっち側やったら危なくないけど、出口の方

に向かってですから。玄関の方に出て、だから。 
H：たぶんあのー子どもから子ども。みんなの子どもの年
代と成長がそろってたからね、ちっちゃい時はその前

で遊んどって駐車場なかって、もし大きなってきたら

皆こうね、駐車場なって、うまいことなっとって。 
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Ａさん：そうそうそうそうそうそう。 
H：みんな一律やから。ほんまはバランスとれなあかんね
んけど。 

Ａさん：ほんとやね。 
H：今は 
Ａさん：あっそういうの本当ですね。だからだれも文句は

言わんと遊びに使って。あー、そうですね。 
H：だから大分経ってからいろんな人が混ざらないけん時
になった。 

Ａさん：今なったらもう高齢者と、若い人と、中間がいな

いんちゃうかな。中間が。もしかして中間がいないか

もしれないその階段ではね。若い人はほんとに若いで

すから。 
Y：混ざる環境になってないし、で、混ざる段取りが全然
できてないですもんね。混ざって入ってこないしね。 

Ａさん：事件見ててもそんなように、家族関係の中で事件

あったりしてるから、今事件ていったら誰やろって家

族から調べていった方が早いですよ。それと同じでな

んかこうね、そういう時代でしょ？だからこう人の事

は関知しない時代ですから何も感じないんと違います

か。あの生活環境って自分のとこさえよかったら、ね

ー時代ですかね？自分とこだけ良かったらええんじゃ

ないですかね。 
Y：結果的に自分は良くなってないですよね。そういう場
合はね。 

Ａさん：それはそうでしょう。でも人との関わりじゃなく

ても、一人では生きていけませんよね。助け合って初

めて生きていけたり、結局人間亡くなるにしても一人

ではあの誰にも迷惑かけへんいっても絶対誰かに迷惑

かけますやんか。他人さんであろうと何であろうと。

せやから、それと同じで、誰にも迷惑かけてないって

ことは無いと思いますわ、口実していってても。でも

皆さんはきっと思ってるんじゃないでしょうか誰にも

迷惑かけてないわって。思ってるから生きていってる

んじゃないでしょうか。 
H：今思ったんですけど、先ほど赤ちゃんを預かってらし
たん託児所ですね。 

Ａさん：託児所でも無いけど、でも今の方が。でもあたし

娘聞いてたらなんかあったらよう預かって、なーうち

そう預かってますよ。家系ちゃうかな。あのつわりで

きつい自分の友達やから、預かって朝からって晩なっ

たら返すって言うてますよ、うちの娘も。 
A：へー。 
Ａさん：だって友達やねんからって。友達が今しんどいか

ら、ほんなら下の子を見てたりとか。だからうちの娘

もしてますわ、たった一人やけど。私のとこはここ人

数が多いからね、一軒家でそれをしてますわ、娘が。

友達関係の中で見てあげる、それはやってるみたいで

すよ。歯医者、私が歯悪いから歯医者行く間見といて

とか、今は若い人の方が多いんじゃないでしょうかね。 
Y：いや、それはあの逆にそういう関係はずいぶんあると
思います。 

Ａさん：今の人の方が逆にあるんじゃないかな。私たちの

時の方が私は珍しいと思います自分で。というような

気がします。各自お母さん育ててますやん、皆働かな

いでていうか、ある程度パートに行っててとかいうの

も子どもが学校行くような間の時間とかでパートに行

ったりとかありますでしょ。そんなにじゃないと思い

ますねん。今の方が預かりあいっこ平気でしてるんじ

ゃないかなと思って、私の中ではそう思ってます。私

の時代は反対に珍しいと思います。みんながみんな自

分の子は自分で育ててはりました。ちょっと大きくな

ったらパート入れてはりますから時間内に自分の子ど

もが帰ってくる時間までに。私は珍しかったんかなー

と、だってそれで働きに行ってはったんじゃないんだ

から。別に病院行ってくるとかなんか行ってくるとか、

用事のために預かるんですから。それがたまたまこっ

ちにおってこっちにおってなるからいつも行ってたの

かもしれませんけど。それはなぜかって言うと幼稚園

送り迎えして行って今日預かってってなりますやん。

なったら預かるていう関係ですね昔だったら。今幼稚

園の送り迎えも聞いてたら一クラスしかないんですよ

公立の幼稚園、たった一クラス今。役員決めんのもそ

んなん大変やし、一クラスって言いますからね。せめ

て二クラスないんですからね。 
A：今じゃあもしなんか子育て世代の人と仲良くなったら
預かれますか？ 

Ａさん：怖いわ。 
A：それはやっぱり。 
Ａさん：うん。やっぱり、自分の分やったら、でも弁償っ

てできませんでしょ人間のことって。なんぼお金を積

んでも返せませんでしょ。それはしません、私はもう。

やっぱ若いから無知でできたことであって、今無知じ

ゃないやん、こう経験してきて人生。 
A：その経験を活かせないか。 
Ａさん：活かせない、ふっふっふっふ。そんな無責任なこ

とはできませんわ。若いから無責任で預かったなって

自分で今思いますから、私はね。できるできるって単

純じゃありません、もう今はものすごい怖い時代です

わ。 
Y：それはそうですね。 
A：確かに。 
Ａさん：ふっふっふっふ。自分で思うのは、無知やからで

きたことやなって思ってますねん。自分の孫も思いま

すよだから。だって返せますか？同じもの返せたら私

はします。けど同じもの返せないから、例え自分の娘

であってもそれは思いますわ、怪我させても何しても、

自分の責任でしょ。いいわっていう単純ではありませ

ん、返せないから。お金を積んだって許してもらえま

せんでしょ婿さんに。 
A：もちろんそうですね。 
Ａさん：ね、そしたら考えますやん。うふふふふふ。自分

ができる範囲、範囲のことはしません。歳いってきま

したしね。 
Y：そうですね。体力いるっていいますもんね子どもを相
手にするのはね。 

Ａさん：もう今はできません。けど若い時はやっぱエネル

ギーと結婚したからできて、お母さんも早かったから

無知やったからちゃんと言われた。あっせやなって思

いました。無知やったから、ふふふふ、で怖いですよ

ねだから。逆に、何も考えへんからできることであっ

て、考えすぎたらできひん。だから今はそれだけしっ
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かり責任もって、結婚生活をしてきて長いから、若い

って怖いですよねだから。 
Y：そうですね。 
Ａさん：自分を振り返るとね。今なんぼ慣れたからといっ

てももうできませんわ。うん。 
Y：子どもがたくさんいる時代の親はねもうそんな一人一
人面倒を見ておれないっていう時代がずっとありまし

たからね。 
Ａさん：だから私主人と離れてましたでしょ。それの説明

とかね、してません。あの終戦後の違いですから。時

代が違うのは会話を聞きますやんか。それこそ私が政

治が分かれへんから、主人の方が良くわかりますやん

か、その時にこうわからへんかったら、怒りながらぶ

つぶつ見ながらとか主人が言うてますやんか。それを

聞いてますから。ちょっとは違うんですわ。私の若く

て濃淡に見えて主人の会話で全部わかるんですわ。 
A：ちょっとずつ勉強。 
Ａさん：そうそう、時代が違ったら歌手のあれもわかりま

せんけど、そういうかとはわかりますねん、これはあ

れやっていうのはわかりますねんちょっとは。だから

無知な部分っていうのは怖いなーとは思います。預か

れませんそんなん、よそのお子さん。大変よ今はそん

な時代やから。 
Y：今は今風だけれど、やっぱりちょっとした良い意味で
のおせっかいって言うのかなあのー。 

Ａさん：あったらいいと思いますね。 
Y：できる状態がね、になっとったらね良いと思いますけ
どね。なかなかそう素直になっていかない。 

Ａさん：ならない。だから娘の結婚だってほら昔私らが遅

なったらほら、ある程度が来たら私らがこうなんで結

婚が早いかって言ったら、皆こう世話好きがいますや

んか。あの無駄なようでこんなん言ったら怒られるけ

どいますやんか、そういう人って欲しいですやん。あ

ったらいいと思いますねん。それって自分嫌やなと思

うけどいてたらいいでしょ、そういう人とかからいろ

んなこともらった方がいいでしょ。それがあったほう

が私はいいと思います自分できませんけど。あったら

いいと思います。だから結婚が遅れたりなんか遅れた

り、自分のとこの事やからわかるんやけど、あの、あ

りますよね。そしたら嫁にも早よいけとかありますや

ん。 
H：まちの世話好きが少なくなったから。 
Ａさん：そうそう。 
H：独身が多くなって。 
Ａさん：うんうん。と私は思てます、私らの時すっごい言

われましたもん、あっちからこっちから。 
Y：そうですな。 
Ａさん：たまたま、あのそういう時期がありますやん声か

けられる時期とかありますでしょ、それでぱたっとあ

りませんでしょ次は、あの、あるうちにいっとけって。 
Y：そうそうそう。 
Ａさん：なんかね言われる時ってね、私もそうなんですけ

どうわーってあったんですねん。だから失敗かもしれ

ませんけど、或いは成功して早く結婚すんのも。娘に

はゆっくりしいやって、皆ゆっくりしすぎてますけど

ね、へへへへ。けど、そういうことですわ。やっぱり

そういう人って必要じゃないかな。あ、いろんな意味

でですよ。やっぱりこの世話好きがあったらいい。け

ど大阪はいまだにいます、まだあります、そういう環

境が。私が大阪に帰りましたらあります。もう嫌やな

って思う人もいます。 
A：大阪のどこですか？ 
Ａさん：私はねあの弁天町なんです。 
A：あー大正とかそのへんの。 
Ａさん：そうそうそう。知ってはりますか？あのぽんぽん

船とか無くなったんですよね。 
A：ぽんぽん船？あんま分かんないです。大正のあの高架
下に飲み屋さんとかいっぱいあって。 

Ａさん：だからね、えーと今ドームできましたやんか、こ

ないだもあの新たにできたほらあのドームの近くのあ

のー。 
A：ホームセンターとか 
Ａさん：そうそうそう、そのおっきなんができましたね。

で結局は弁天町で過ごして、あの、立ち退きになりま

したから大正区の三軒家ですね。 
Y：うん。 
Ａさん：だから開けてきてますけど、半分は。 
Y：うん。 
Ａさん：だから弁天町の。三枝とかね、私なんか近くでし

たよ。 
A：へえ。 
Ａさん：家がね三枝の、三枝の家を通って中学行ってたん

ですよ。ほんで私は昔はそろばんとか習いましたから。

あ、知らないよね。三人のトリオのね、人らがね、そ

ろばん学校開いてましてん。 
A：へえー。 
Ａさん：なんていうたかな、レッツゴー三匹でしたかね。

漫才の。知ってはります？ 
Y：あー。 
A：名前は聞いたことあります 
Ａさん：あのひとの一人、そろばんやってはるんです。そ

ういうとこでそろばんやってて偶然ですよ、それで行

ってますねん。三枝は分かってたんです。で私らの時

代行く中学校ゆうたらきよしとか、あんなんです。 
A：ふふふ、すごい、いろいろ。 
Ａさん：すごいでしょ。いろいろ人生の、あの人らが、だ

から弁天町のときに私が中学校で大正区に引っ越しま

したから、そうですね。だからそういうレッツゴー三

匹ゆうたらわからんけど、そんなこと分かってくれは

ってよかったけど、そういう時代です。 
H：じゅんと長作でしょ、あと 1人誰やったっけ。 
Ａさん：そうそう。そんなかの一人のね。そろばん学校に

行ってましてん。 
Y：うんうん。 
Ａさん：それが大正区にありましてん。三枝なんかはおば

あちゃんに育てられた、大きなおうちのひとで。だか

ら中学校とかはね、あの人ら、きよしとかとね同じ学

校でしたよ。先ですけどね。 
Ａさん：三社神社いうて神社がある前ですから、弁天さん

ゆうて。だから弁天ゆうたらこの大正区のこと全部分

かります、ふふふ。 
Y：人の付き合いや横の付き合いがすごく濃度の濃い街や
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からね。 
A：確かにそういう人の名前挙げられたら。 
Y：僕、昔のふるーい市岡高校の、 
Ａさん：市岡！ 
A：市岡なんですか！ははは。 
Y：僕はそのお話の近所の高校に行ってた。 
Ａさん：私ね。市岡なんかねでれません。入れませんでし

た。 
A：市岡なんですか。僕の… 
Ａさん：市岡…あ、ご存じですか、私市岡中学ですねん。 
Y：あ、市岡中学の存在は知ってます。中学は僕は違いま
すけどね。 

Ａさん：うわあーすっごい離れてて入れなかったんですよ

ねえ。 
A：僕の双子の一人が、市岡です。 
Y：うんうん。だから街の様子がよく分かります。 
Ａさん：市岡高校いうたらすごいですよ。私たちは昔の恥

ずかしいことは言えませんけど、ふっふっふ、専門の

高校とか国公立は入られなかって、みんな私立に流れ

てくから。市岡高校なんか入れませんよ、入れません

よ。 
Y：ふふふふふ。 
Ａさん：入れなかって、学年なんぼか上がらないと入れな

かったんですわ。 
A：へえー。 
Ａさん：あーだからすごいですよ。わたし市岡に一番近い

のに入られへん。 
Y：近いですね。 
Ａさん：そら近いですよ中学でしたから。あっ、そしたら

さんせん市場、あのー、はんえい市場もご存じですか。

はんえい市場が近かったんですよね。中学から。 
Y：それは知らないな。僕らの頃は前の市電の向こう側か
ら。 

Ａさん：市電でしょ知ってますよ。 
Y：今は弁天町のこっち側からね。 
Ａさん：はいはい市電があって。 
Y：向こう側がむしろメインやったよね。 
Ａさん：淀屋橋まで通ってたんですよ。 
Y：その先の方までね、ずっとね。 
Ａさん：通ってましたでしょ。私あの市電とか言うね、レ

ノアにいてましてんわ。会社にね。 
Y：あ、そうですか。 
Ａさん：それでその市電にね明色とかありましたよね、会

社がね。あの辺のことをいうてたら、あはは。あの辺

大きな会社があったんで、明色の化粧品とかも 
Y：アストリンゼンとかね。 
A：明色って 
Ａさん：アストリンゼンっていう化粧水です。 
A：へええ。 
Ａさん：うん。 
Y：うんうん。赤玉ポートワインとか。 
Ａさん：そうですねえ。大きな会社とか企業とかがね、会

社に勤めるのに、市電で行ってたのは珍しいんですよ。

途中からそれが無くなって、あの、環状線とか地下鉄

とかで、市電でいうのはほんの最後でしたわ。うーん。

ほんと市岡はすごいですよ。 

Y：ふっふっふ。あの、まあ、すごいいうのは、まあ。住
まってる同士の人情の厚いとことか。 

Ａさん：そう、 
A：確かにあの辺は人情厚い。 
Ａさん：そうですかあ、そうそうそこで育ったんです。だ

からここ来たときに、ドアが重いってそういう風な感

じなんです。 
Y：ふふふ。でも団地入ったときはぴかぴかのとこに入っ
たって気しませんでした？ 

Ａさん：しました。 
Y：ね、そういう、あの。 
Ａさん：そういう、普通の家みたいなんやから。すごくこ

う、ドアが、部屋の中にあの部屋があってこの部屋が

あって、わあーって。新婚のみたいな、自分の描いた

とおりの、描いた絵図でしてん。 
Y：まあ、ある種別世界に入ったという感じが。 
Ａさん：ふふふふ。 
Y：団地の、公団の中に入ったらそういう時代や。 
Ａさん：台所もね。 
Y：そうそう。 
Ａさん：うん。まずは台所。 
Y：ステンレスのね、ところなんかね。水洗便所やし。 
Ａさん：そう、そう。そうです。だってわたしのちっさい

ときとか、プロパンとかたくさんありましたからね。

大阪、大阪ゆうたかって、まだそういうところたくさ

んありましたから。火事とかあって。線が届いてない

だけでね。 
H：やっぱり団地って、いろんなとこからいろんな人が集
まって、それぞれ育ったところでなんか、こころの下

地みたいなんがね。やっぱ出来てから来てる。 
Ａさん：私、結構なんかみんながおもしろいとかあほなこ

とばかりいうから。 
Y：そやから団地に来て、新しいお住まいなさってもね、
昔の何かがにじみ出てきてね。 

Ａさん：そうそう。 
Y：そやから託児所なんかになるんですわ。 
Ａさん：あー。 
H：世話好きのになって。 
Ａさん：いまは世話好きなんかしてませんよ、今は。 
Y：いやいやもう今はそんな役割は終わったから。 
Ａさん：あっ来たときに。 
H：うんうん。 
Y：生活の仕方がね、そういうまちの生活の仕方を背負っ
てここにきてはるわけやから。 

Ａさん：ふふふふふ。そうそうそう。 
H：当たり前やったらね。 
Ａさん：あー。 
A：そのときは当たり前やと。 
Y：そういう素敵な話やないですか。 
Ａさん：…何にも考えてない。 
H：ふふふ。 
Y：何にも考えてないいうことは、当たり前やということ
や。 

Ａさん：そうそう。いま言われた、うん。 
Y：何も特別の生活はしてないとずっと仰ってるけれど。
そのままずーっとつながってるわけですもんね。 
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Ａさん：あー、 
A：おもしろいですよね。 
Ａさん：おもしろい…言われれば、気づかされてる。私は

ただ無知やったから出来たことやと思ってたんですが。

こう…ね。 
Y：いや、それはもう無知とちがいます、これは。 
Ａさん：はあ。そういう環境で来たから。 
Y：そうです。 
H：その、大御殿の近所づきあいがまったくない、全部や
ってもらえるところに住んでたら、そら。 

Ａさん：はははは。 
Y：預けてばっかりやな。 
A：預けるのに何の気もなかった。 
Ａさん：でもわたしこんなんでも預けるのんってものすっ

ごく苦手でして、自分の子は。 
Y：うん。 
Ａさん：それはなんでか、もう性格やねやっぱり。すごい

苦手でしたね。そういう意味では。…そうやね、うん、

おもしろいわあ。 
A：ベランダの前って、なんか自分の庭みたいな雰囲気は
ありますか。 

Ａさん：私はないけど、主人が今そないしてるからやけど。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：プランターとか、何を言われるにしてもプランタ

ーにして。 
Y：瓢箪がぶら下がってても。 
A：すぐ取れるように、何か言われたら。 
Ａさん：そう、そう、そう。やから押しつけてます主人を、

ふふふふ。何か言われたら、直植えしてたらやっぱり

何か良くないから、プランターとかで、主人にとって

は何も考えてませんからそんなぐらいええって、そん

なんええって思って過ごしてる。 
A：それは、今ですか。 
Ａさん：うん。べつにほら、別に何か植えたりできません

ねん。そんなジャガイモ植えたって、私が言うたらソ

ラマメかなあって言うのぐらいしかできませんし。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：そうそうそう。あの、苗だけやったら植えるでし

ょ、そしたらおとうさんタマネギちゃうやんラッキョ

ウやんーって言うんです、おとうさん楽しんではるか

ら。人さんから見たらすごいことしてるってほんとに

ね、八百屋をしてるわけでもないから。でもね。 
A：昔は、昔はどう… 
Ａさん：昔は花植えてましたよ。 
A：目の前で。 
Ａさん：そやけどそれを舗装が来る、来たらなんやしたら

人から見たら草に見えるよって全部潰されてもうて。

おとうさん頭にきたんですわ。だからいっぺんうちの

家に来てみてください、きれーいにサルスベリの木だ

け植えてますわ。 
A：へえ－あれは自分で。 
Ａさん：自分で。サルスベリの木だけ。 
A：家の前に？ 
Ａさん：ううん。 
A：ベランダに？ 
Ａさん：うんうん北側に。 

A：ああ階段の側にね。 
Ａさん：階段の方にサルスベリをね。剪定してるからほん

とに不自由なく、がーっとはしてないんですけど。 
A：へえ今度見ときます。 
Ａさん：サルスベリは落ちるから、ゆうて。 
Y：今咲いてるよ。 
Ａさん：うん。そうそうほんで落ちてる。だからサルスベ

リぐらいとか、それもそやけど、やっぱり何かを言わ

れてとれば。 
Y：うんうん。 
Ａさん：で、太陽当たれへんからなんでベランダ上げなあ

かんいうたら、うちものすごい日陰で。あんだけ木を

切っても太陽が当たらないから、上には無理なんです

わ。んでこう、下にしてるかな。言われればとれるよ

うにはしております。 
Y：それは木の陰になるから太陽があたらない？ 
Ａさん：そうです。ほんで言いに行ったら来てくれるんで

す。ある意味置いとかなあかんところもあるみたいで

すわ。我が儘ばっかいうたって、上の人が目隠しです

って言われたら許可とってって、ふふふ。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：ややこしいんですよ、許可取ってまではいいかな

あとか言って。 
H：それはあの、冬は葉っぱ落ちない木ですか。 
Ａさん：あ、あの、落ちる葉っぱです。考えてるんですね、

やっぱそういうの。うーんそういうのは我が儘言えま

せん。まだ切ってくれてる方ですからね、そうですね。

大阪で言うたらすごいですわ、びっくりしましたはは

は。 
Y：お近くですね。 
Ａさん：そうですね。 
A：最近めっちゃちゃんと、ベランダの前の草木刈ってく
れますよね。 

Ａさん：刈ってくれます。うんびっくりしました。 
A：昨日もやってくれました、昨日？一昨日くらい。 
Ａさん：それより前よりも回数がすっごく増えました。 
A：最近ですか。 
Ａさん：ここ何年か。 
A：あー。 
Ａさん：うん。すごく増えました、回数が増えました。 
A：昔はだから、放ったらかされてた。 
Ａさん：そうですね、いや、年に２回とか３回…今は数え

てないけど何か多いですね。 
A：多いですね。月一くらいでやってるんちゃうかって。 
Ａさん：うんうん先月もね、なんか今までは違いましたけ

どね。 
H：月一でも刈るもんはあるんですか。 
Ａさん：ありますよ、すぐ伸びる。 
A：ありますよ、むっちゃ伸びます。 
H：ふうん。 
Ａさん：草ですけど。 
Y：雑草な。 
Ａさん：雑草ですね、早いんですわあっという間に。今で

も昨日刈って、もうちっちゃくなりますからね。 
H：へえ。 
Ａさん：でもこんなんでもムカデも入りますねん、家に。 
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Y：あ、そうですか。 
Ａさん：ムカデのこんなん。こんな大袈裟やないけど。 
Y：あ、そんなでかいのですか。 
Ａさん：うん、こんな大きいの。 
Y：へええ。 
Ａさん：ムカデて仲良いていいますから、２匹出ますよね。 
Y：２匹で出ますね。あれかならず２匹居てますやろ。 
Ａさん：必ず。１匹見たら必死なって覚えとかないと、必

ず２匹居ますよ。 
Y：もう一匹ね。 
Ａさん：お近く同士でしたら、大阪やてそれで来たんです

けど。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：ただ力が無かったからやと思いますよ。ふふふ。

もし住んでる力があったら出てたかも知れない。 
Y：いやいや合ってたんだと思う、きっとね。 
Ａさん：あ、ありがとうございます。そやて言われると気

が楽やわ、ふふふ。 
A：そんな感じでいいですか。次、またこれ数珠つなぎに
紹介してもらえますか。 

Ａさん：誰か…。いてないいうたら、ふふふ。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：わたし、これなんて説明したらええの。あのね、

もし私が知ってる人やったらね。 
A：僕が説明しますんで。 
Ａさん：そうやなくて、なんか役員したり、いっぱい役員

したりしてはりますねん。 
A：あー。 
Ａさん：いろんなんで、その人は役所とか長いんかな、ふ

ふふ。 
A：役員？ 
Ａさん：何もかっこいい人かわからんけど、結構有名な人

ですよ。もっとしっかりしてる人やから、こんなあほ

な話はしはれへんかもわかれへんわ。あ、あの地域が

違いますねん、ここには住んではりましたけど何十年

も前に、よそのマンションで、私の知り合いはよそ行

ってますみんな。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：この団地の中でいうたら探せません。ふふふ。 
A：あはは。わかりました。 
Ａさん：この団地の人の方が良いんかな、やっぱり。 
Y：うん、まあできたらね。そんなね、ご主人に話し伺う
のもね。 

A：そう。 
Ａさん：あーうちねえ。 
Y：あの、彼は 37年のうちですね 10年分くらいしかここ
に住んでない。あとは週に一回しか。 

A：ははは。 
Ａさん：そう、それは 35 くらいまでですけど。あの言っ
ときますけどうちの主人、多分…その、花の話になっ

たらぐっと上になって誰かと喋りだすけど、うちでは

黙っておりますからね。家では無口なんですわ、寡黙

というか。 
Y：いえいえ。 
Ａさん：ほんまに、しゃべらないと思いますわ。 
Y：いえいえ、でもじーっとお話ししてたら、ぽつりぽつ

りだんだん出てくるかもしれない。 
H：まだ男の人にチャレンジしてないね。 
A：そうですね。 
Y：うんうん。 
Ａさん：でもうちのは。 
Y：でも裏話してね、話が豊かになる。 
H：うんうん。 
Y：でも男性もやっぱりね、話はあるよね。 
Ａさん：知らないと思いますよ。 
A：ふふふ。 
H：ふふふ。 
Ａさん：私の場合全然知らないもの。 
Y：うんうん、だからさっきの話、37年いらっしゃったで
しょ、10年分くらいしかご主人はここを知らんわけで
すわ。でもそういう生活をしている目から見たここっ

ていうね、話をね。 
Ａさん：それほどやったら、他のご主人選んでください。 
A：あははは。 
Ａさん：うち絶対無理です。 
Y：ああ、ほなら瓢箪の話とか。 
Ａさん：ひょうたん。ふふふ。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：できてませんねん、それが。ちょっとでも形にな

るかないうて。そうそういう話なったらするでしょう

けど。いやー、どうでしょうねえ、うちの主人には。

それぐらいに無口ですし。また夫婦とも学の無いもの

ですから無理だと思います。 
Y：いやいやそんな。 
Ａさん：田舎の話をしなさいというならうちは出来るかも

分かりません。 
Y：うーん。 
Ａさん：けど都会の話は出来ません。 
Y：うん。 
Ａさん：田舎の話やったらできますわ。山の人ですからね。 
Y：あー徳島の山の方。 
Ａさん：そう、徳島の山の人です。深い山にいる。 
Y：なるほど。 
Ａさん：はい。 
Y：いや、山の人、海の人、いろいろあるからね。 
A：ふふ。山の人いきますか。 
H：徳島の山の人って。 
Ａさん：徳島ですよ、すごくね、美郷なんです。美郷村て

分かります？ 
Y：うんうん。 
Ａさん：山の深ーい村ですね。 
H：僕の母親が、高知の山奥で、だいたい近いかも知れな
いですね。 

Ａさん：ほんまに山の中で何十年も育った人ですから、全

く。私と話がぶつかるのが。あはははは。 
Y：もう、むちゃくちゃ町の人やからね。ふふふふふ。 
A：ああ、そうかあ。 
H：そうそう。 
Ａさん：あはははは。 
H：思い切り昔の。 
Ａさん：そう。キャベツに虫がおったらあかん人やねん、

わたし。 
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A：あー。 
Ａさん：だから瓢箪つくるってわかるでしょ、そのへん。 
A：呼びたくなってきました。 
Ａさん：いやー無理ですわ。多分来ないと思いますわ、言

っても。 
A：そうですか。 
Ａさん：でも喋らないんですもん、家でそんなに。黙ーっ

ておったらそら一日黙ってますよ。 
A：へえー。 
Ａさん：うん珍しいでしょ。親が、私の親がよく言うのは、

そんなしょうもない話しかないですよ、うちの主人に

は。 
Y：男てそんなもんなんです。 
Ａさん：あの、お正月の挨拶とかってちゃんと、あけまし

ておめでとうございますって言葉ぐらいは、言えるよ

うに頭下げて言葉ぐらいは、もにょもにょって、嫌や

ねん言うのが。あははは。 
Y：ふふふ。 
Ａさん：それをね言うっていうのが、分かってもらえない

から。そういうことでね、今は言えますよちゃんと、

そやけど帰ってきたら言えるようになってるのが、だ

から仕事現場でもみんな、あ、おとなしいね優しいね

だけで来ました。あははは。 
 Y：ふふふ。 
Ａさん：それはもう私だけこんだけ、やかましい人。 
A：それ、言ってみといてください。 
Ａさん：いやあー無理ですわー。 
A：あはははは。 
Ａさん：絶対、嫌。無理ですわ。 
A：お孫さんとは、いっぱい喋ってるんですか。 
Ａさん：うん、それも、だから気が利かへんおじいちゃん

ですから。 
A：あはははは。 
Y：今日お帰りになったらね、今日こんなことあってんっ
ていうことを、ちょっと話していただいたらね。 

Ａさん：あ、そういうことならしますよ、しゃべりですか

ら。 
Y：それやったらわしも話してみよかとか。 
Ａさん：あーならないならない。 
Y：ははははは。 
Ａさん：そんな人やったらどんなに楽か。あ、だから反対

にすごい楽なんですよ。何も言わなくて良いんです。 
Y：そうそうそうそう。 
Ａさん：そういう人は怒れへんし黙ってるし。そう黙って

るの。仕事に行っても、ばーって喋ってなくて無口で、

それこそ山の人ですから。きっと。 
Y：うん。 
Ａさん：喋ることもなく山ですから…。無理ですわ。Ｋさ

んのご主人とか社会に出て。その、あれ、会社の中の

あれでしょ。うちはそうじゃなくて一人で。無口でお

れるんです。 
Y：うん、そうかそうか。一人でずっとお仕事をやられた
時間が長いからね。そやから山の人が街に住んだ話を

聞いてみたいな。 
A：あはは。確かに聞いてみたくなった。 
Ａさん：だから私は横向いておれるんですよ。長いことの

距離でしたら私が若かったら、うしろ乗せていくんで

すから。だから私が行けへんかったら、子供を乗せて

行くんです。 
A：へえ。仕事ですか。 
H：確かに聞いてみたくなったね。 
Ａさん：なんで山の話？ 
Y：きっと思いがあると思うねん。言わないだけで。 
Ａさん：えっ、無いと思いますわ私。ぜったい。 
Y：ははは、そんな。 
Ａさん：…えっ、何の思いがあるんですか？ 
Y：それは、しあわせやったとかね。 
Ａさん：あー絶対ないわあ。…しあわせ、 
A：なんか、逆に。 
Ａさん：わたし、それ言います、自分はしあわせやったと。

円満やと勘違いしてはいけませんと教えてます。ふふ

ふふふ。 
A：洗脳されてる。 
Ａさん：いや、そういう勘違いを、自分はそう思ってると

思いますわ。 
Y：いやいや、もし機会があったら Aくん、おまえ取材の
了承を取って来いよ。 

Ａさん：いやいや。うちの主人は無理です。 
Y：いや、分かってますけど。いや、ひょっとしたら。 
Ａさん：いや、ひょっとも…あ、みなさんがご想像する。 
H：そんな強制しなくても。 
Ａさん：いや、ご想像されるほどの主人ではありません。 
Y：なにを仰いますのや。ははは。 
Ａさん：ふふふふふ。いやそんなしゃべれませんよ。こん

なもんでじっと黙ーって、なんもないですよ。きっか

けを出してもしゃべりませんで、うちのは。 
Y：うん。 
Ａさん：きっかけをかけてもしゃべりません。 
A：ピンポンって行きます、僕。 
Ａさん：でませんし、もともとね、うん。 
A：あはは。 
Y：お酒は飲みはるんですか。 
Ａさん：今ちょっと、あの、あれしてて。 
Y：ああ病気でね。もともとは？ 
Ａさん：お酒だけなら飲みますね。たばこもやけど。 
Y：山の人やから。山の人は酒飲まなあかんから。 
Ａさん：ほんとは山の人は吸わないんでしょ。 
Y：たばこはね。 
Ａさん：ないでしょ。そやからうちはたばことお酒します

もん。たばこ作ってた割りにはたばこ吸う。 
Y：うん。 
Ａさん：こないだ初めて知りましたけど、あの、そういう

人はたばこ吸わないでしょ。田舎の人ってたばこ吸い

ません。 
Y：うん、うん。 
Ａさん：うん、無理ですようちの主人は。見てみたいなっ

て感じなんでしょう、こんなしゃべりの奥さんで、ど

んなおじさんがって。あはははは。 
Y：ふふふ、そう、そうでしょう、ひょっとしたら僕だっ
て、こんな無口になってたかもわからん。とかいうて。 

A：あはは。 
Ａさん：はははは。 
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Y：いやいや、ほんとに今日はありがとうございました。 
Ａさん：あはは、ちょっと見てみたいて。 
A：良い感じでした。 
Ａさん：え？そうですか、いえいえ何の役にも。 
 

以上 
 


